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はじめに 
私立大学は、日本各地で多様な教育を実践し、地域に根ざした取り組みを行うことで、地方にお

ける人材育成や課題解決に貢献してきました。現在、国は地方創生を最重要政策としていますが、
それも、私立大学の振興を図り、各大学が蓄えたこれまでの経験や、知的・人的資源をさらに活用
することにより実現されるものです。 

2018（平成 30）年度に新たに設置された日本私立大学連盟「地方大学の振興と地方創生に関する
プロジェクト」では、地方創生において私立大学が果たす役割とともに、これからの地方創生に不
可欠となる地方自治体、地域の産業界との共働について、また国の支援の在り方について課題と提
言を取りまとめました。 

私立大学のみならず地方自治体、地域の産業界の皆様に本書をご覧いただき、共働の進展と地方
創生の実現の一助となれば幸いです。 

本書の取りまとめにあたって、加盟大学にはアンケート調査にご協力いただきありがとうござい
ます。付録に集計結果を掲載していますのでご参考ください。 
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Ⅰ．地域と共働した私立大学の地方創生の取り組みに向けて 
 

世界でも類を見ない大幅な人口減少が予測されるなか、国は「地方創生」を重要政策として掲げ、
様々な施策を打ち出している。資源の乏しい日本が永続的に発展していくためには、人材育成が最も
重要であることは論を俟たない。社会経済の急速な変化や科学技術イノベーションの進展により、知
識や技術の継続的な革新が必須となる 21 世紀において、高等教育による人材育成が、その成否の鍵
を握っている。 

 
日本私立大学連盟は、2018（平成 30）年 4 月に、『未来を先導する私立大学の将来像』を公表した。

「第四次産業革命」と呼ばれる世界的な産業構造の大きな変化のなかで、IoT や AI などの新しい技
術に対応できる高度専門人材への要請が高まっている。しかし、これらの先端的なテクノロジーだけ
で社会における諸課題の全てが解決できるわけではない。あわせて、人と人とのコミュニケーション
が重要な福祉やホスピタリティ等のサービス分野、あるいは文化・芸術といった領域において、テク
ノロジーでは代替不可能な、人間にしかできない質の高い仕事へのニーズが今後ますます高まるであ
ろう。こうした役割を担う主体的で洞察力に富んだ思考力と豊かな人間性を兼ね備えた人材が求めら
れている。また、「人生 100 年時代」の到来が現実味を帯びつつある今、大学は、複雑化する社会の
要請に柔軟に応え、あらゆる世代に対して開かれた知の拠点として、一層発展していかなければなら
ない。それはまさに私立大学の使命ともいえる。 

 
そもそも私立大学は、地域社会からの要請を背景に設立され、その建学の精神に沿うかたちで、多

様かつユニークな発展を遂げてきた存在である。私立大学は、それぞれの多様性と特色を活かしなが
らその役割を分担し、すでにゆるやかに棲み分けを行っている。私立大学は、学部学生の約 8 割が学
ぶ場であり、大学数でも 8 割を占め、さらにその 6 割が地方に立地している。その意味で、日本の大
学の多様な発展は、私立大学に委ねられてきたといえる。まさに、私立大学の地方創生に果たすべき
役割とは、それぞれの大学が置かれている社会状況に応じて、自らの選択、判断で企業、地方自治体、
大学等と連携し、多様性と特色を活かした教育研究活動を展開し、かつ、その独自性を不断の改革努
力を通じて先鋭化させていくことに他ならず、そのことを通じて、地域社会への人材の送り出しをは
じめとした、社会の多様なニーズや要請に応えていくことなのである。私立大学が地域でより力を発
揮していくには、地域全体での一体的な取り組みが重要である。これを前提に、地方創生の取り組み
における私立大学の具体な役割と課題について考えたい。 

 
なお、昨今、日本の大学の競争力強化策として、国が大学に対して直接適格性認定を行うかのよう

な動きや、立法措置による規制、大学機能の分類・種別化、経営体制への介入ともいえる動きが見ら
れる。私立大学の運営にも国費が投入されているとはいえ、国私間の公財政支出や学生納付金の格差
を是正せずに、国のコントロールを強めることは、自主・自律を重んじる私立大学にとって、とうて
い容認できるものではない。しかも、こうした動きは私立大学のもつ多様性を失わせ、ひいては地域
における多様性の減退・喪失を招きかねず、地方創生に逆行するものであることを付言しておきたい。 
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Ⅱ．私立大学が地方創生に果たす役割と実現に向けた課題 
 
１．地方の未来を創る人材の育成 

 2018（平成 30）年６月に閣議決定された『まち・ひと・しごと創生基本方針 2018』には、「人生 100
年時代の視点に立つと、地方創生には『まなび』の充実も欠かせない。地方から東京に学びに出て、
一回り成⻑して戻ってくることもあれば、東京から地方に学び出て、地方の魅力に惹かれてそのまま
住み続けることもある。学び直しは、仕事への挑戦や地域への貢献等で、新たな可能性を生む」との
状況認識ないし課題設定が記されている。 
 地方に所在する私立大学の多くは、「地方創生」が叫ばれる以前から、その地域の特色や課題に応じ
て、地域が必要とする人材の育成をその使命の中に位置づけ、個々には小規模であるとしても、それ
ぞれの地域においては重要な役割を果たしてきた1。地方創生のための地方大学支援策に、中・大規模
開発拠点の整備等が盛り込まれることは重要であるが、そのような拠点で開発された技術などが、地
域社会で実際に活用され、地域の社会経済活動の一環として成果を生み出すには、科学技術と社会経
済を効果的につなげて成果に結びつける役割を担う多様な人材が必要である。政策本来の目的を最大
限に活かすためにも、地方大学の人材育成機能をさらに発展させることもまた、「キラリと光る地方
大学づくり」のもう一つの柱となるべきである。 
 その際重要なのは、地方の私立大学で学んでいる一人ひとりが、地域社会が直面する課題を克服し、
現状を変えていく大きな力になる、という視点であろう。日本では現在、学部学生のうち約 8 割が私
立大学で学んでいる。自らが住む地域について学ぶことで、地域に関心をもち、地元定着につながっ
た例は多い。その意味で、地方の私立大学の学生が実際に地域の特色や魅力を知り、解決が求められ
ている課題について考える機会を増やすことは、地方創生を前進させていく上で欠かせない重要な一
歩である。近年、高等教育の現場では、フィールド・スタディや PBL などの多様で実践的な教育の手
法が取り入れられている。インターンシップは、単に就業体験にするのではなく、それを通じた様々
な「気づき」を受入先企業にフィードバックするならば、問題解決志向の双方向型の学習となるだろ
う。こうした実践的な教育を地方創生の取り組みに接続させ、地域社会に人材を送り出していくこと
は、地方の私立大学の人材育成機能の強化につながる。 
 そればかりではない。人は生涯を通じて学び、成⻑するという視点に立つとき、大学は様々な世代
に開かれている必要がある。今後、リカレント教育など学び直しの機会の充実はますます重要になる。
これにより大学の多様性は、ますます豊かになろう。社会人学生の多くは、実社会での経験を通じて
培われた様々な課題意識をもって大学に入学する。こうした学生を迎え入れ、その課題解決のための
場を用意することも、私立大学に求められる重要な役割となろう。 

 
２．地域社会の中核的役割を担うエコシステム 

地域の「知」の拠点としての大学の役割も今後ますます重要になる。今後、私立大学は、それぞれ
の特色を活かし、企業、地方自治体等と連携し、地域産業の発展につながる地域のエコシステムを形

                                                       
1 私大連加盟大学の 72.3％は、三大都市圏以外の地域においてすでに地方創生に向けた取り組みを実施している（2017 年度）。 
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成するなど、地域社会の中核的な役割を担わなくてはならないだろう。このように大学は、地域にお
ける重要な政策資源に他ならないが、地方自治体にはそうした認識のもとで地域振興策を考えるとい
う視点が不足している。また、国は、大規模大学や理工系分野の取り組みを重点的に支援する傾向が
あるが、地域全体の発展を視野に入れた大学振興策が求められる。 
 この点に関して、「地方創生に資する大学改革」の方向性を提言した『地方大学の振興及び若者雇用
等に関する有識者会議（最終報告）』（平成 29 年 12 月 8 日）は、地方創生の観点から見た地方大学の
課題として、「大学の大衆化（大学・短期大学進学率は約 6 割）の現実と、地域における『学術の中
心』という教育基本法に掲げる大学の理念がかい離し、学術研究面でも、実践教育面でも、十分に応
えきれていない大学が多い」、あるいは、「産業構造の変化（産業のサービス化、知識集約化等）に十
分対応できておらず、成⻑分野のビジネスや地方産業につながる人材育成・研究成果の創出といった
面で、地域のニーズや期待に十分応えていない」といった指摘があることに言及している。 
 これらの指摘に対しては、先端分野に関わる教育研究だけで大学の存在意義を語るべきではなく、
人文社会系の教育研究の意義を過小評価してはならない、といった反論がある一方、大学が地域社会
の中での自らの役割を十分に説明してこなかったことにも基因しており、この点についての努力不足
は率直に認めなければならない。今後、社会の変化に対して私立大学はどのように変わるのか、どの
ような役割を果たしていくのか、自ら説明しなくてはならないのである。 

その上で、私立大学は、教育研究力の強化は言うまでもなく、地方自治体や企業等との日常的なコ
ミュニケーションを通じて大学の取り組みや情報について積極的に公開し、信頼関係を醸成すること
が不可欠となる。また、同時に地域の課題やニーズを大学自らが収集、把握する取り組みも重要であ
ろう。そのための連携窓口機能の整備、ならびにコーディネーター等の専門人材の配置が、各大学に
おいて検討課題となろう。 

 
３．都市圏と地方との人的交流機会の拡大 

 近年、国公私立を問わず都市圏における総合大学においても、合格者あるいは入学者のうち、立地
する地域の出身者が占める割合が半数以上となっており、進学先選択の地域ブロック化、言い換えれ
ば、大学選択のローカル化というべき事態が進行している2。このことは、学習機会の保証という観点
から、各地域において多様な学部構成を保持することの必要性を示唆している。 
 また、大学選択のローカル化の進行は、学内における多様性の喪失を意味する。これまで都市圏の
大学においては、全国各地から集う多様な生活体験・文化をもつ学生の交流と切磋琢磨が、若者を「一
回り成⻑」させてきた。これは地方出身の若者にとっても、都市圏出身の若者にとっても共通するも
ので、現在は、この輪の中に海外から日本の大学に来た留学生も加わっている。このような、学生集
団の多様性がもたらす成⻑の機会を縮小させることは決して得策ではない。さらにいえば、都市圏、
地方を問わず、地元の大学に進み、そのまま地元で就職するのではなく、むしろ人材の還流こそ望ま
しいとの考え方もある。多様性を具備した環境のなかで育成された人材が、U・I・J ターンによって
全国各地で活躍できる場を広げていくことこそが将来に向けての重要な課題である。 

                                                       
2 2018 年度に、東京都に所在する私立大学（124 大学）へ、東京都・神奈川県・千葉県・埼玉県の高校から進学した高校生の割合は
69.2％。（平成 30 年度「学校基本調査報告書（高等教育機関編）」） 
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 そのためにも、地方と都市圏の学生の対流・交流促進とともに、都市圏の学生に対する地方でのイ
ンターンシップ等の機会を豊富に用意できれば、都市圏の大規模私立大学もまた、地方創生を実現す
る有効な資源としての役割をさらに増強できる。それには、参加する学生の負担に対する公的支援の
充実が必要である。 
 

４．地方創生とグローバル化の一体的な推進 
 近年の政策等では、地方創生とグローバル化を別のものと捉える傾向があるが、私大連『未来を先
導する私立大学の将来像』において示したとおり、地方創生とグローバル化は、学生や大学の多様性
を確保するための基盤として一体的に取り組むべきであろう。 

まず取り組むべきは、地方の大学において、国や地方自治体、大学等の支援のもと、国内の学生の
海外留学を推進することである。これは、単に言語運用能力の向上のためだけではない。地方の自立
と自律には、産業の競争力を高め移輸出を増やすことが不可欠であり、今後、地方の生産者が海外の
企業やマーケットと結びつく可能性は、ますます増大する。地方の私立大学は、海外での経験を通し
てグローバルな視野と行動力を身につけた若者をもっと育成すべきなのである。 
 また、留学生の受け入れに関しても、大学は地方創生とグローバル化の両面から、その意義を捉え、
推進する必要がある。留学生の存在は学内に多様性をもたらし、学生をはじめ大学構成員の寛容性の
心を育み、多文化理解を大いに促進させる。また留学生が地域社会で生活し、市⺠との交流による相
互理解の促進も期待される。ある地方私立大学が留学生を積極的に受け入れた結果、地域全体のイン
バウンド来訪者への対応力が飛躍的に向上したという例もある。何のために留学生を受け入れるのか
については、その先にどのような地域社会を展望するのか、大学のみならず地域全体で考えるべきテ
ーマなのである。 
 さらには、地方の私立大学が地域の特色や課題に応じた教育研究を行う中で、その成果を世界の学
術コミュニティに向けて発信していくことも重要である。日本は、地域コミュニティをはじめ、あら
ゆる領域でコミュニティが危機に直面している。私立大学が教育研究面でそれぞれの特色や強みを活
かし、主体的にこの課題に取り組み、そこから得られた知見を世界に発信することは大きな意義があ
る。これに関わって、近年の大震災やその他自然災害による危機的状況からコミュニティがどのよう
に立ち直るのかは、世界的な関心事であろう。私立大学は、コミュニティの構成員として地域の課題
に向き合い、自ら行動することが重要である。これらの地域課題の解決には、大規模な実験装置は必
要なく、地方における比較的小規模な人文社会系の私立大学だからこそ取り組むことが可能であると
もいえる。 
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Ⅲ．私立大学を中核とした地方創生の具体策と地方私立大学の振興策

私立大学は、現在のように「地方創生」が叫ばれる以前から多様で特色ある取り組みを行い、地方
創生に貢献してきた。とくに地方に所在する私立大学は、規模の大小に関わらず、その地域の特色や
課題に応じて必要とされる人材の育成を大学の使命の中に位置づけて実践し、それぞれの地域におい
て重要な役割を果たしてきた。

  

  

■方策５．地域における人材育成を推進する

提言１．地域の課題解決を実践する多様な学習機会の推進
提言２．私立大学の連携によるリカレント教育の推進

提言１．大学教育への積極的な参加と支援
提言２．リカレント教育の積極的な推進・強化

提言１．地方人材の育成計画の策定と実施における私立大学の活用
提言２．地域のグローバル人材の育成に向けた共働

提言１．地方大学における地方人材育成への支援
提言２．地方私立大学の地域における外国人材活用に向けた取り組みへの支援

地方（地域）の
魅力をつくる

地方に人を定着さ
せる

地方創生につながる  

■方策１．地方私立大学を地域の「知」の拠点として位置づけ、その機能を高める

提言１．地方創生に対する学内方針の検討と策定
提言２．私立大学の特色を活かした地域課題への対応

提言１．私立大学の「知」の積極的な活用 
提言２．自社の課題解決に向けた産学連携の推進

提言１．地域のエコシステムの形成と私立大学の機能強化支援

提言１．私立大学を中核に据えた地方創生政策の策定と支援
提言２．県境を越えた地域連携の取り組みに対する支援の創設

■方策２．私立大学の特色を活かした取り組みを強化する

提言１．学内の自主的な取り組みの把握と全学的取り組みへの展開
提言２．専門人材の配置を含む学内体制の整備
提言３．教育研究活動等の積極的な情報公開
提言４．各大学の強みを掛け合わせた私立大学の連携推進

提言１．私立大学との連携による地域産業の創出

提言１．行政単位を越えたプラットフォームの形成と参画

提言１．私立大学の多様性を伸⻑する政策や制度の立案
提言２．私立大学の好事例の横展開の推進
提言３．内閣府「地方大学・地域産業創生事業」交付金の申請要件等の改善

私立大学

産業界

地方自治体

国

私立大学

産業界

地方自治体

国

私立大学

産業界

地方自治体

国
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これからの地方創生の取り組みは、地方自治体または大学単体で実現できるものではなく、様々な特
色や強みを持つ複数の大学や産業界が地域社会との連携のもとで進めることが鍵となる。しかしなが
ら、現状において対応すべき課題も多く、とりわけ地方の私立大学は、財政面、地方自治体との連携
における課題、制度面等の様々な障壁により、地域の資源としてその力を発揮しきれておらず、取り
組みの成果を地域に十分に波及できていない。

以下では、地域創生に向けて必要な４つのアクションについてそれぞれ実現に必要な方策をたて、
方策ごとに私立大学、産業界、地方自治体、国が行うべき提言をしている。これらの提言を踏まえ、
各機関が具体的な事業として実行に移していくことが、地方創生の実現及び地方私立大学の振興につ
ながると考える。

■方策４．地方への人の流動性を高め、人的好循環を促進する

提言１．様々な地域における課題解決を実践する多様な学習機会の提供
提言２．学内の多様性を活かした教育プログラムの提供
提言３．地方で活躍する卒業生の情報収集と積極的な活用

提言１．地方における安定的な雇用の創出
提言２．地方企業の魅力の発信と新しい働き方の率先的な実行
提言３．学生の地域産業に貢献する活動への積極的な支援

提言１．学生の地域貢献意識を向上させる取り組みへの支援

提言１．東京をはじめとする都市圏と地方の人的交流を図る取り組みへの支援

■方策３．地方私立大学と自治体との連携を強化し、地域の魅力を高める

提言１．地方自治体との信頼関係の構築
提言２．新たな地域課題への対応

提言１．私立大学が推進する産学連携プラットフォームへの参画

提言１．私立大学との対話の場の創設
提言２．特別交付税の交付金の積極的な活用
提言３．私立大学への積極的な情報提供
提言４．大学との連携体制の構築（担当窓口の設置・自治体職員の育成）
提言５．地域におけるグローバル戦略の策定と推進

提言１．私立大学が主導する地域連携プラットフォームの形成支援

地方（地域）の魅力
を高める

地方への人の流れ
をつくる

  取り組みへ支援する
■方策６．提言を実現するために、私立大学に必要な予算措置を要望する

・内閣府「地方大学・地域産業創生事業」に関わる改善要望
・新たな地方創生予算に関する要望

私立大学

産業界

地方自治体

国

産業界

地方自治体

国

私立大学

国
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地域に私立大学が存在していることは、地域の魅力をつくるうえで大きなアドバンテージとなる。地
域の自治体や産業界が、私立大学が生み出す「知」を積極的に活用し、大学の「知の拠点」としての機
能をさらに高めるための様々な支援に取り組むことは、地域全体の魅力につながる。

私立大学は、建学の精神に基づき、多様な学部学科を設置し、地域の「知の拠点」として特色ある教
育研究を実践してきた。またこれからも、地域社会への、私立大学の特色ある人材や知識の還元により、
「知」による地域の魅力づくりに貢献していく。

地域の産業界や地方自治体は、私立大学が生み出す「知」を、地域や自社の課題解決へ積極的に活用
するとともに、私立大学が一層「知の拠点」としての機能を強化できるよう支援を要望する。

【地方（地域）の魅力をつくる】

地方私立大学を地域の「知」の拠点として
位置づけ、その機能を高める1

方策

提言１．地方創生に対する学内方針の検討と策定
○ 地域の「知」の拠点の役割を担う私立大学は、自らの存亡が、地域の将来に関わる重要な事案

であるとの認識のもと、地方創生のために何ができるのかを自ら検討し、自主的な方針を策定す
べきである。その上で、様々な強みや特色を地域に積極的に発信し、地域と連携を進めることが
求められる。

提言２．私立大学の特色を活かした地域課題への対応
〇 私立大学は、建学の精神に基づく、特色ある学部学科を設置しており、複雑で多様な地域課題

に対応する可能性を有していることを再認識すべきである。その上で、地域課題解決の現場と学
生の学びを両立するプログラムの設計が求められる。

私立大学が取り組むべきこと

提言１．私立大学の「知」の積極的な活用
◯ 私立大学には、地域の「知」の拠点として多様な人材と知恵が集積しており、地域産業界の発

展に資する大きな可能性を秘めている。産業界は地域の私立大学と積極的に連携し、共同事業の
展開や、私立大学の取り組みへの支援を通じて、大学が有する知的資源を活用すべきである。

提言２．自社の課題解決に向けた産学連携の推進
○ 多様性と特色を有する私立大学は、多様な業種や社会のニーズへの柔軟な対応や、地域企業の

人材確保への貢献等、産業界に大きく寄与する存在である。企業は、自社の課題の解決に向けた
取り組みを、地域の大学と積極的に連携し推進すべきである。

産業界への要望
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提言１．地域のエコシステムの形成と私立大学の機能強化支援
○ 地域の発展のためには、大学、地方自治体、産業界の様々な機関により地域にエコシステムを

形成し、強みや役割を相互補完しあうことが有効な策となる。そのなかで、私立大学は、新たな
産業創生のシーズの創出や人材育成、地域政策の立案等の役割を果たすことができる。地方自治
体は、地域のエコシステムの形成の中心的役割を果たし、地元企業の巻き込みや場の提供をする
など、私立大学が地域の政策資源としてより力を発揮できるよう支援すべきである。

地方自治体への要望

提言１．私立大学を中核に据えた地方創生政策の策定と支援
〇 現在の子供や若者が、社会で活躍し⽇本を支える人材へと成⻑し、地方創生を実現するために

は、⽇本の高等教育の大半を担う私立大学を中心とした地方創生政策・高等教育政策を策定すべ
きである。また、あわせて財政面における国立大学との格差是正が必要である。

提言２．県境を越えた地域連携の取り組みに対する支援の創設
○ 地方における県境を越えた地域連携も地方創生の有効な方法である。大学、とくに私立大学は、

県境を越えた地域連携に柔軟な対応が可能である。国は、⽇本全体を俯瞰した地方創生のために
も県境を越えた地域と大学の連携等、真にその地域に有用な地方創生の取り組みに対する支援の
仕組みを創設すべきである。

国への要望
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地域の様々な機関がプラットフォームを形成し、互いの強みを活かした新しい取り組みを地域全体で
共働して実施することは、地域の魅力づくりにつながる。とくに地方の私立大学が実施する小規模でも
有効な取り組みは、地域の知的資源として課題解決に貢献するものである。

私立大学は、所在地に関わらず「地域課題の解決プログラム」や「地域人材育成」など大学や地域の
特色を活かした多様な取り組みを行い、各地域の課題を解決してきた。また、複雑化・多様化するこれ
からの地域の課題を解決するために、私立大学は大学同士の連携を進め、互いの強みを掛け合わせた新
しい取り組みを広げ、地域全体の共働による魅力づくりを強化していく。

地域の産業界や地方自治体、国には私立大学の特色ある取り組み、とくに小規模であるが有効な取り
組みへの支援を要望する。また、あわせて私立大学の主導するプラットフォームへの積極的な参加を求
めたい。

【地方（地域）の魅力をつくる】

私立大学の特色を活かした取り組みを強化す
る2

方策

提言１．学内の自主的な取り組みの把握と全学的取り組みへの展開
○ 私立大学では、研究室や学生が自主的に地方に赴き多様な活動を展開している。それらの活動

自体が地域活性化につながり、また、大学と地方自治体との連携の下地となる可能性がある。教
員や学生の独自の活動の情報を大学として的確に把握し、それらの活動を大学全学の取り組みと
して組織的な教育研究活動へと展開し、地域連携の拠点につなげていくべきである。

提言２．専門人材の配置を含む学内体制の整備
○ 私立大学の多様な知的資源を、地域が抱える課題とマッチングさせることが効果的な地方創生

には不可欠であり、マッチングを実現する教職員（専門コーディネーター）を大学に配置し、地
域との⻑期的な関係性の維持に取り組むべきである。それが大学の特色を活かした地方創生の取
り組みへの推進につながる。

提言３．教育研究活動等の積極的な情報公開
○ 私立大学の多様な教育研究は、地方産業につながる人材育成、研究成果の創出の面で地域のニ

ーズに対応できる。しかしながら、私立大学は、地域社会に対して説明責任を十分に果たしてい
るとは言い難く、私立大学のもつ力を十全に発揮できていない。地域社会への貢献を一層高めて
いくためにも、教育研究活動や大学の取り組みについて積極的に情報公開すべきである。

提言４．各大学の強みを掛け合わせた私立大学の連携推進
◯ 多様な人材の育成は、社会が期待する私立大学の役割の一つであり、先の見通せない現代にお

いて、その期待は一層大きくなっている。そのような期待に応えるためには、それぞれの大学の
特色を強化させるだけでなく、私立大学の特色を活かしたプラットフォームを構築し、各大学の
強みを掛け合わせた連携を実現すべきである。

私立大学が取り組むべきこと
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提言１．行政単位を越えたプラットフォームの形成と参画
○ 地方創生に向けた取り組みは各自治体（県市町村）が個別に実施することが多く、その地域の

特色を十分に活かした事業になっているとは言い難い。各自治体は、地方創生という大きな目的
に向け、私立大学とともに市町村等の行政単位を越えたプラットフォームを形成し、多様な特色
や強みをもつアクターの参画を募り、地域の新たな魅力の創出につなげるべきである。

地方自治体への要望

提言１．私立大学の多様性を伸⻑する政策や制度の立案
〇 地方創生につながる取り組みは、その地域の実情等に応じて多様であり、一定のスキームや制

度のもとに支援を行った場合、その効果は限定されてしまう。地域の課題解決には私立大学の取
り組みの多様性こそが有効であり、私立大学の画一化に結びつくような政策誘導や補助金制度の
在り方は見直すべきである。

提言２．私立大学の好事例の横展開の推進
〇 国が地方創生の施策を推進するには、各大学がそれぞれの強みや特色を活かして地方と連携す

る多様な取り組みを好事例として広く波及させるとともに、それらの取り組みを幅広く支援する
制度を構築すべきである。

提言３．内閣府「地方大学・地域産業創生事業」交付金の申請要件等の改善
〇 内閣府「地方大学・地域産業創生事業」等の交付金制度は、対象となる取り組みが限定されて

おり、とくに、中・小規模の私立大学が実施する小規模だが有効な取り組みは対象となりにくい。
制度設計に当たっては、地方創生の中核を担う私立大学の取り組み実態を踏まえ、申請要件や情
報の提供方法などについて改善すべきである。

国への要望

提言１．私立大学との連携による地域産業の創出
○ 私立大学の多様で特色ある教育研究は、企業の細かなニーズに対応し、企業と共働して新たな

地域産業の創出を可能とする。また、私立大学による研究成果を活用した新産業の創出や地元の
特産品を利用した商品開発等の取り組みは直接的に地域の産業界の活性化につながる。産業界
は、私立大学と積極的に連携するとともに、地域産業の魅力創出につながる私立大学の取り組み
に支援を行うべきである。

産業界への要望
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地域の魅力をより効果的に高めるためには、私立大学の取り組みとその地域の地方自治体の取り組み
とが同じ方向を向き共働することが重要である。地域の一員である私立大学としての行動を求められて
いる今、地域の大学の在り方や役割に関する検討は、地域社会の方向性に関する検討と一体的に進めて
いく必要がある。

私立大学は、国公立大学に比べ市・町を中心とした身近な地域に根差しているという特徴を活かし、
特色ある教育研究によって地域に成果を生み出し、地域の魅力を高めてきた。今後も私立大学が地域社
会において十分な役割を果たしていくためには、地域の関係者との対話の機会を増やし、変化する地域
の多様なニーズを汲み取ること等を通じて、地域社会との信頼関係を構築していかなければならない。

地方自治体には、私立大学を地域における重要な政策資源として捉え、そうした認識のもとで地域の
魅力を高める地域振興策を考える視点をもつことを求めたい。

【地方（地域）の魅力を高める】

地方私立大学と自治体との連携を強化し、
地域の魅力を高める3

方策

私立大学が取り組むべきこと

提言１．私立大学が推進する産学連携プラットフォームへの参画
◯ 地域の大学のシーズと企業のニーズのマッチングを促進するため、大学と産業界との連携を推

進する産学連携のプラットフォーム形成が急務である。私立大学は、地方自治体等とのプラット
フォーム形成を積極的に進めており、地域の産業界も積極的に参画すべきである。

産業界への要望

提言１．地方自治体との信頼関係の構築
○ 地方の私立大学が、より地域に根差した取り組みを行うには、所在地や規模等、大学の特色を

踏まえ、とくに立地する基礎自治体（市町村）を中心に密接に連携をとり、信頼関係を構築する
必要がある。そのためにも、大学が積極的に自治体との協議の場を設定し、自治体のニーズを把
握し共に課題解決を模索するなど、互いにパートナーとして協力する関係を構築すべきである。

提言２．新たな地域課題への対応
○ 私立大学は、個性豊かな教育研究から生み出される知的資源を地域が抱える課題とマッチン

グさせる体制を構築すべきである。また、今後、地方のグローバル化の進展等により、これまで
にない新たな課題が地域に生じると予想される。地域の知の拠点である私立大学は、地域の新た
な課題解決への貢献を自らの新たな役割として受け止めることが必要となる。
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提言１．私立大学との対話の場の創設
〇 地方自治体の多くが私立大学と協定を締結しているが、協定を活かした活動が十分に行われて

いるとは言い難い。地方自治体は、国公立大学との連携にのみ目を向けるのではなく、地域の事
情に通じ柔軟な対応が可能な私立大学とより密な関係を構築していくためにも協定の締結を契
機とし、双方の考え方に対する共通理解を深め、具体的な行動につなげるための対話の場を創設
すべきである。

提言２．特別交付税の交付金の積極的な活用
〇 地方自治体が、大学と協定して行う取り組みは、内容により特別交付税の交付金の対象となる

可能性がある。交付金の活用により、自治体も少ない負担で地域活性化の取り組みの充実を図る
ことが可能となる。私立大学との連携した取り組みへの交付金の積極的な活用に取り組むべきで
ある。

提言３．私立大学への積極的な情報提供
〇 地方自治体を対象とする国の支援について、大学等との連携が条件のものも多いが、申請主体

が地方自治体にあることに加え、これらの情報が私立大学に伝わらない場合もある。地方自治体
は、大学と連携して実施する取り組みへの支援について情報収集するとともに、積極的に私立大
学へ情報提供すべきである。

提言４．大学との連携体制の構築（担当窓口の設置・自治体職員の育成）
○ 地方自治体と大学とが中⻑期的に継続して連携していくために、自治体内に大学担当の専門部

署を設置するなど、大学連携の体制整備に取り組むべきである。また、複雑化、多様化する地域
課題の解決のためには、私立大学の特色ある知的資源を地域に活用するスキルを持った専門性の
ある自治体職員（コーディネーター）の育成が非常に重要である。

提言５．地域におけるグローバル戦略の策定と推進
〇 これからの時代に地域の魅力を高めるためには、あらゆる地域においても世界との関わりを意

識し、地域のグローバル化を進めることが不可欠となる。そのためには、地方自治体が、地域が
目指すグローバル化についての戦略を定め、その活動の中核を担い、大学や産業界と一体となっ
た推進に取り組むべきである。

地方自治体への要望

提言１．私立大学が主導する地域連携プラットフォームの形成支援
○ 地方創生の実現には、地域の大学、自治体、産業界の一層の連携強化が不可欠である。国は、

私立大学が主導する地域連携プラットフォームに参画する大学、地方自治体、産業界に対してイ
ンセンティブを付与するなど、プラットフォーム形成が一層促進される施策について、関係省庁
連携のもとに策定・実施すべきである。

国への要望
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地方から都市圏への人の流動性に加え、都市圏から地方への流動性を高めることは、多様な人材の循
環を生み出し、地方創生に大きな役割を果たす。

私立大学は、主に若者に対し、地方の魅力に目を向け、地域の課題を解決する機会を提供し、地方へ
の人の流動性を高めてきた。とくに私立大学が他の地域の大学や企業、地方自治体と連携して行うプロ
グラムは学生の現地での体験を伴うものが多く、その体験を通じて学生が卒業後に定住するなど地域の
活性化につながっている。そのような実績を踏まえ、大学単体で実施する限定された範囲での取り組み
から、私立大学全体でネットワークを形成し、私立大学全体として人の流動性を高めていくことが今後
必要となる。

産業界、地方自治体、国には、学生が費用負担を理由に機会を損失することがないよう学生の移動を
伴う教育プログラムにかかる経費の支援を強く求めるとともに、地方における魅力ある職場の創出、大
学と共働した教育プログラムの開発等についても積極的な支援を要望する。

【地方への人の流れをつくる】

地方への人の流動性を高め、人的好循環を促
進する4

方策

提言１．様々な地域における課題解決を実践する多様な学習機会の提供
〇 私立大学は、様々な地域に所在する大学や自治体等と連携を推進し、学生の相互派遣による交

流や課題解決等の教育プログラム等、多様な学習機会を提供すべきである。私立大学は、学生が
地域を身近に感じる契機ともなる地域の課題解決への取り組みの機会を、これまで以上に提供す
ることが求められる。

提言２．学内の多様性を活かした教育プログラムの提供
〇 都市圏に所在する私立大学は、全国各地から学生が集まるという特色を活かし、多様な背景・

個性をもつ学生が交流し、互いの違いを尊重した上で様々な体験を積むことが可能な教育プログ
ラムを提供すべきである。また、都市圏と地方との人的好循環を生み出すためにも、地方でのイ
ンターンシップの充実等により、卒業後に全国各地で活躍する人材の育成が求められる。

提言３．地方で活躍する卒業生の情報収集と積極的な活用
〇 U･I･J ターンによって地方で活躍している卒業生の活動は、U･I･J ターンを考える学生のロー

ルモデルとなる。また、そのような卒業生の協力を得て行うワークショップが、学生の U･I･J タ
ーンの契機となる。私立大学は、同窓会組織の協力を得るなどして、地方で活躍する卒業生の情
報を収集整理し、学生の流れを生み出す活動への活用に取り組むべきである。

私立大学が取り組むべきこと
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提言１．地方における安定的な雇用の創出
〇 地方創生に向けて産業界が担う直接的な役割は、地方における安定的な雇用の場の創出であ

る。それが実行されてはじめて若者の定着につながる。都市圏に本社機能をもつ企業も、地方で
活躍する人材については、地域限定社員やテレワークを制度化するなど、地方における雇用の創
出に取り組むべきである。

提言２．地方企業の魅力の発信と新しい働き方の率先的な実行
〇 地方がもつ個性と豊かさは、その地方の企業に都市圏では受けられない恩恵をもたらしてい

る。その地方ならではの企業の魅力を発信し、新しい働き方を提示することは、若者が就労の場
として地方を選ぶ大きな誘因となる。地方の企業は、これからの人口減少時代に相応しい新しい
働き方を提案し、先頭を切って実行すべきである。

提言３．学生の地域産業に貢献する活動への積極的な支援
〇 私立大学は、学生の起業を促進するなど、地域産業に直接的に貢献する多様な活動を実施して

いるが、学生の自己負担が生ずることも多く、費用面から参加を断念せざるを得ない場合も多い。
今後、より多くの学生が活動に参加できれば、幅広い地域からの人材確保や新規事業の立ち上げ、
共同研究等、企業に多くの利益をもたらすと考えられる。地域の産業界は、私立大学生の活動を
積極的に支援すべきである。

産業界への要望

提言１．学生の地域貢献意識を向上させる取り組みへの支援
〇 学生の地域貢献の意識を高めるには、学生にその地域に対する関心をもたせることが非常に重

要となる。その意味において、私立大学が実施するフィールドワーク等のプログラムは、大変有
効な方法であるが、実施経費や参加学生の負担（旅費交通費等）が大きいため、私立大学独自の
予算でそれらの取り組みを拡大するには限界がある。都市圏から地方圏への若者の流動性を高め
るためにも、地方自治体は積極的に共働または支援すべきである。

地方自治体への要望

提言１．東京をはじめとする都市圏と地方の人的交流を図る取り組みへの支援
○ 東京をはじめとする都市圏に所在する私立大学は、地方との人的交流を図る取り組みを実施し

ているが、学生の旅費交通費や現地での移動手段確保にかかる費用等の負担、地方と大学をつな
ぐコーディネーター等の専門人材不足によりその活動を拡大できていない。地方と都市圏の人的
交流を図るためにも、これらの取り組みにかかる費用等に対して適切な支援策を講ずるべきであ
る。

国への要望
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地方創生を実現するためには、地域社会が直面する課題を克服し、現状を変えていく大きな力となる
多様な人材の育成が欠かせない。

地方に所在する私立大学の多くは、地域社会への貢献を自らの責務と位置づけ、地域が必要とする人
材の育成に取り組み、地域を担う多様な人材の育成に重要な役割を果たしてきた。今後、私立大学は「人
生 100 年時代」の到来に向け、人が生涯を通じて学び成⻑するという視点に立ち、あらゆる世代に開か
れた大学とならなくてはならない。

地方自治体や地域の産業界も、人材育成は地域社会全体が関わる課題として、必要な環境の整備等を
推進すべきである。とくに地方自治体が、地域が必要とする人材像、とりわけ地方と海外が直接結びつ
く時代に向けたグローバル人材像を示すことは、地方に新たな可能性を生むことにつながる。

【地方に人を定着させる】

地域における人材育成を推進する
5

方策

提言１．地域の課題解決を実践する多様な学習機会の推進
〇 大学が、地域課題を自ら解決する能力をもつ人材を育成するためには、地域の身近な課題を取

り込んだ教育研究の実施が重要となる。学生が今いる地域を身近に感じ、また地域産業の魅力を
発見する契機とするためにも、大学は、地域の課題解決を実践する機会を一層推進すべきである。

提言２．私立大学の連携によるリカレント教育の推進
〇 社会人の学び直しの機会を様々な地域において豊富に提供していくため、都市圏や、地方にお

ける個別大学の取り組みだけにとどまらず、連携を推進しながら相互補完的なプログラムの提供
に取り組むべきである。また、オンデマンド型等を含む様々な方法による教育プログラムを検討
する必要がある。

私立大学が取り組むべきこと

提言１．大学教育への積極的な参加と支援
○ 企業は、求める人材像を一方的に大学に期待するだけではなく、⻑期的視野をもって地域の大

学が行う人材育成の取り組みへの積極的な参加と支援に取り組むべきである。例えば、オンデマ
ンド型プログラムの共同開発やキャリア教育に資するインターンシップ等、大学教育への積極的
な協力を要望する。

提言２．リカレント教育の積極的な推進・強化
〇 これからの時代に対応するためには、就労後、何歳になっても学び直しによるキャリア形成が

求められる。各年代層に求められる就労後の学び直しについて、社会人の大学での学びに対する
教育費助成等も含めた環境整備を企業においても推進すべきである。

産業界への要望
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提言１．地方人材の育成計画の策定と実施における私立大学の活用
○ 地方創生を実現するためには、地域（地域産業を含む）を担う多様な人材の育成は欠かせない。

地方自治体においては、地域にとってどのような人材が必要なのかその方針を定め、具体的な育
成計画を策定すべきである。多様な人材の育成は、多様な学部学科や教育プログラムを有する私
立大学の最も得意な分野である。計画の策定から実施に至るまで私立大学の積極的な活用、連携
を求めたい。

提言２．地域のグローバル人材の育成に向けた共働
◯ 今後、地方の生産者が海外の企業やマーケットと直接結びつく可能性は増大し、地方において

も、グローバルな視点からものを見る人材が不可欠になると予想される。地方自治体は、グロー
バル化への戦略とその先にどのような地域社会を展望するのかを地域全体で検討し、私立大学と
共働して、地域におけるグローバル人材の育成に取り組むべきである。

地方自治体への要望

提言１．地方大学における地方人材育成への支援
○ 都市圏の人材を地方に移動させることも地方創生にとって有効な視点ではあるが、同時に、地

方大学の学生が地域課題を解決する人材となるよう育てることも重要である。そのため、国は、
地方私立大学の学生の成⻑に資する教育プログラムに対して、直接支援を行う仕組みについても
検討すべきである。

提言２．地方私立大学の地域における外国人材活用に向けた取り組みへの支援
◯ 「まち・ひと・しごと創生基本方針 2018」の「わくわく地方生活実現政策パッケージ」に定

められている「地方における外国人材の活用」について、すでに多くの私立大学が実施している
外国人留学生に対する就職支援の取り組みも支援の対象に含めるべきである。そのほか、外国人
材の⽇本での就職や地域における活躍に向けた様々な取り組みについても積極的な支援を要望
する。

国への要望
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文部科学省や内閣府「地方大学・地域産業創生事業」などの地方創生予算事業は、主に地方自治体と
の連携により全学的に実施する大規模な取り組みを対象としており、多くの私立大学が個々に実施する
地域課題の解決プログラムや地域人材育成などの小規模な取り組みは申請できない状況である。

真の地方創生を実現するためには、都市圏の大学と地方との人的好循環を生む仕組みづくりが重要で
あるが、地方創生予算事業は、地方大学が地方で実施する取り組みへの支援が中心となっている。

地方創生に向け、私立大学にとって最も要望の多い「地方と大学をつなぐ専門人材の確保」や「地方
創生の取組にかかる学生の旅費交通費」（2017 年「地方創生に向けた取り組みに関するアンケート」）
は、公的支援の対象となっていない。

【地方創生の取り組み充実に向けた新たな公的支援の創設】

【地方創生につながる取り組みへ支援する】

提言を実現するために、私立大学に必要な
予算措置を要望する6

方策

要望１．地方の私立大学に蓄積された知見を活用できる小規模だが有効な取り組みへの支援
〇 人文社会科学系の取り組みや学部・学科単位の小規模な取り組みであっても効果が期待できる

ものについては支援の対象とすることを要望する。
要望２．交付金の対象となる取り組みや予算の柔軟性の確保
〇 事業規模によって交付金額を決定するなど制度の柔軟性が必要である。
要望３．地域や地域住⺠のニーズに沿った私立大学との連携の推進
〇 私立大学を地方創生の地域資源と捉え有効に活用できるよう、地方自治体と私立大学との連携

を推進するような交付金制度の検討が必要である。
要望４．東京圏をはじめとする都市圏に所在する大学が実施する地方創生の取り組みへの支援
〇 都市圏と地方との人的好循環を生むような、都市圏の大学と地方自治体や企業が直接連携する

取り組みについて支援を求める。

内閣府「地方大学・地域産業創生事業」に
関わる改善要望

要望１．地方創生に携わる専門人材確保及び人材育成への支援（総務省、内閣府、文部科学省）
要望２．学生の費用負担を軽減させる支援の仕組みの創設（総務省、内閣府、文部科学省）
○ 地方創生の専門人材にかかる費用と学生の旅費交通費や現地内の移動手段の確保のための費

用について、公的支援の対象にすることを要望する。

新たな地方創生予算に関する要望
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【内閣府「まち・ひと・しごと創生基本方針 2018」「わくわく地方生活実現政策パッケージ」
への私立大学の参画に関する支援】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【総務省「特別交付税措置」に関する要望】 
 
 
 
 

※創設にあたっては、柔軟な制度となるよう下記の事項を要望する 

①事業規模や事業分野に依らず対象とする柔軟な

交付金となるよう要望する 

②既に推進している地方創生の取り組みもその対

象となるよう要望する 

③学部・学科、ゼミ単位で実施している取り組みに

ついても対象とし、学会等の学術団体と連携し

て複数大学のゼミや研究室等が参画するような

多様な形態の実施体制の取り組みについてもそ

の対象となるよう要望する 

④人的好循環を促進するような、都市圏の大学と

地方の大学、都市圏の大学と地方自治体が連携

して行う取り組み等も対象となるよう要望する 

 ⑤地方自治体と私立大学の間で締結する協定につ

いては、例えば、多岐にわたる事業を網羅する親

協定を締結し、その後、個別に覚書等を取り交わ

すことでも対象とするなど、柔軟な対応を可能

とするよう要望する 

⑥KPI の設定については、連携内容や地域の事情等

を踏まえた多様な指標となるよう要望する 

⑦支援の条件として他の補助金の採択等を求めな

いことを要望する 

⑧地方自治体が申請しやすいよう、申請書等の手

続きを煩雑にしないことを要望する 

 

  

要望３．省庁間、地方自治体間の連携による予算措置の創設（総務省、内閣府、文部科学省） 
○ 一定のルールのなかで複数の補助金を併用できるようにすることや各省庁、地方自治体間が連

携し一体化した予算を措置するなど、省庁間、地方自治体間の連携による予算措置の創出を要望
する。また、二重の事務負担が発生することのないよう事務手続きの簡素化を要望する。 

要望４．地方大学の健全な競争を促す支援制度の創設（内閣府） 
○ 限られた地方創生予算を特定の大学に集中させるのではなく、自らの特色を活かした取り組み

によって地方大学の健全な競争を促すような支援制度を創設することを要望する。 
要望５．文部科学省から私立大学への新たな地方創生予算措置の創設（文部科学省） 
○ 私立大学がその特色を一層発揮し地方創生に取り組むために、私立大学を直接支援する文部科

学省の新たな地方予算の創設を要望する。 

要望１．地方への新しい人の流れをつくる取り組みへの支援 
要望２．地方での起業を促進する取り組みへの支援 
要望３．女性・高齢者の活躍に向けた取り組みへの支援 
要望４．留学生の採用及び地元定着を促進する取り組みへの支援 
○ 「わくわく地方生活実現政策パッケージ」の「１．UIJ ターンによる起業・就業者創出」「２．

女性・高齢者のリカレント教育」「３．地方における外国人材の活用」等の施策について、既に
多くの私立大学が関連する取り組みを実施している。私立大学がそれらの取り組みを一層深化で
きるよう支援を求める。 

要望１．「特別交付税措置」における新たなスキームの創設 
○ 「地方の課題解決に向けた私立大学の取り組みに対して財政支援を行う新たな特別交付税措置

の創設を要望する。 
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付属資料 
○「平成３１年度 地方創生にかかる私立大学関係予算に関する要望」 
○「予算要望の実現により、さらなる地方創生の成果がのぞめる事例」 
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1 
 

平
成

３
０

年
８

月
  

平
成

３
１

年
度

 
地

方
創

生
に

係
る

私
立

大
学

関
係

予
算

に
関

す
る

要
望

 

 

一
般

社
団

法
人

日
本

私
立

大
学

連
盟
 

  

私
立

大
学

は
、

常
に

社
会

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
、

日
本

社
会

の
発

展
に

大
き

く
貢

献
し

て
き

ま
し

た
。

と
り

わ
け

、

地
方

の
振

興
と

活
性

化
を

推
進

す
る

重
要

な
役

割
を

果
た

し
、

地
域

の
知

の
拠

点
と

し
て

中
心

的
機

能
を

担
っ

て
い

ま
す

。
 

 「
ま

ち
・

ひ
と

・
し

ご
と

創
生

基
本

方
針

 
2
0
1
7
」
（

平
成

２
９

年
６

月
９

日
閣

議
決

定
）

に
お

い
て

、
東

京
一

極

集
中

の
是

正
を

目
的

と
し

た
施

策
の

一
つ

と
し

て
「

地
方

大
学

の
振

興
」

が
掲

げ
ら

れ
、

内
閣

府
の

平
成

３
０

年
度

予
算

と
し

て
、

新
た

に
「

地
方

大
学

・
地

域
産

業
創

生
交

付
金

」
が

創
設

さ
れ

る
こ

と
と

な
り

ま
し

た
。

 

地
方

大
学

の
振

興
を

目
的

と
し

た
交

付
金

が
新

設
さ

れ
た

こ
と

は
歓

迎
す

る
も

の
で

す
が

、
本

交
付

金
の

１
件

当

た
り

の
支

援
規

模
（

７
億

円
）

や
交

付
要

件
を

勘
案

す
る

と
、

大
型

装
置

の
整

備
が

必
要

と
さ

れ
る

理
工

系
大

学
院

レ
ベ

ル
の

先
端

研
究

が
事

業
と

し
て

想
定

さ
れ

て
い

る
よ

う
に

思
わ

れ
ま

す
。
 

し
か

し
な

が
ら

、
地

方
と

私
立

大
学

が
連

携
し

て
行

う
地

方
創

生
の

取
組

の
実

態
は

、
学

部
レ

ベ
ル

で
地

域
の

課

題
発

見
を

行
い

、
解

決
策

を
見

出
し

て
い

く
も

の
が

多
く

、
今

回
の

「
地

方
大

学
・

地
域

産
業

創
生

事
業

」
を

は
じ

め
と

す
る

国
の

予
算

施
策

は
、

そ
の

よ
う

な
実

態
や

地
域

の
問

題
意

識
と

か
い

離
し

て
い

ま
す

。
 

大
型

装
置

の
整

備
が

必
要

と
な

る
よ

う
な

大
規

模
事

業
が

直
接

、
地

域
の

社
会

的
な

効
用

に
繋

が
る

と
見

る
だ

け

で
は

十
分

で
は

な
く

、
真

に
地

方
創

生
を

実
現

し
地

域
産

業
の

振
興

を
図

る
た

め
に

は
、

そ
の

普
及

・
拡

大
の

た
め

の
人

材
育

成
を

両
輪

と
し

て
行

う
こ

と
が

重
要

で
す

。
そ

の
た

め
、

大
型

装
置

の
整

備
が

必
要

と
な

る
事

業
に

比
べ

て
金

額
的

に
は

小
額

で
は

あ
っ

て
も

、
私

立
大

学
が

こ
れ

ま
で

担
っ

て
き

た
、

ま
た

こ
れ

か
ら

も
担

っ
て

い
く

地
方

人
材

の
育

成
や

地
方

の
産

業
復

興
、

課
題

解
決

等
に

関
す

る
教

育
プ

ロ
ク

ラ
ム

、
地

方
へ

の
人

の
流

れ
を

創
る

就
職

支
援

な
ど

の
予

算
の

拡
充

を
強

く
要

望
し

ま
す
。

 

 私
立

大
学

は
、

現
在

の
よ

う
に

「
地

方
創

生
」

が
声

高
に

言
わ

れ
る

前
か

ら
多

様
で

特
色

あ
る

取
組

を
行

い
、

地

方
創

生
に

貢
献

し
て

き
ま

し
た

。
し

か
し

な
が

ら
、

と
り

わ
け

地
方

の
私

立
大

学
は

、
財

政
面

、
地

方
自

治
体

と
の

連
携

に
お

け
る

課
題

、
制

度
面

等
の

さ
ま

ざ
ま

な
障

壁
に

よ
り

、
地

域
の

資
源

と
し

て
そ

の
力

を
発

揮
し

き
れ

て
お

ら
ず

、
取

組
の

成
果

を
地

域
に

十
分

に
波

及
で

き
て

い
ま

せ
ん

。
ま

た
、

東
京

圏
を

は
じ

め
と

す
る

都
市

圏
に

所
在

す
る

私
立

大
学

に
お

い
て

も
、

地
方

創
生

に
関

わ
る

様
々

な
取

組
を

積
極

的
に

展
開

し
、

地
方

と
都

市
圏

の
人

的
交

流
を

図
っ

て
い

る
も

の
の

、
学

生
が

地
方

で
活

動
す

る
た

め
の

旅
費

交
通

費
等

の
負

担
や

、
地

方
と

大
学

を
繋

ぐ
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
等

の
専

門
人

材
の

不
足

等
の

課
題

に
よ

り
、

そ
の

活
動

を
拡

げ
ら

れ
て

い
ま

せ
ん
。

 

 以
上

、
こ

う
し

た
障

壁
を

取
り

除
き

、
地

方
に

所
在

す
る

私
立

大
学

と
都

市
圏

に
所

在
す

る
私

立
大

学
が

お
互

い

の
強

み
を

活
か

し
た

取
組

を
よ

り
一

層
推

進
し

、
地

域
の

課
題

解
決

と
地

域
活

性
化

を
主

導
す

る
地

方
人

材
を

育
成

す
る

こ
と

こ
そ

が
、

地
方

創
生

に
つ

な
が

る
と

の
強

い
思

い
か

ら
、

現
在

の
内

閣
府

予
算

に
つ

い
て

の
改

善
と

新
た

な
支

援
措

置
に

つ
い

て
提

案
し

ま
す

。
 

 

2 
 Ⅰ

．
内

閣
府

「
地

方
大

学
・

地
域

産
業

創
生

事
業

」
に

関
わ

る
改

善
要

望
 

 

要
望

１
 

地
方

の
私

立
大

学
に

蓄
積

さ
れ

た
知

見
を

活
用

で
き

る
小

規
模

だ
が

有
効

な
取

組
へ

の
支

援
 

内
閣

府
「

地
方

大
学

・
地

域
産

業
創

生
事

業
」

に
お

い
て

は
、

①
「

産
官

学
連

携
事

業
」

②
「

大
学

組
織

改
革

に

よ
る

質
の

高
い

教
育

の
提

供
、

リ
ス

ク
の

高
い

先
端

研
究

等
」

③
「

先
導

的
研

究
基

盤
・

技
術

を
活

用
し

た
最

先
端

研
究

等
」

の
３

つ
の

経
費

区
分

が
設

定
さ

れ
て

い
る

。
し

か
し

、
地

域
産

業
の

創
生

の
鍵

は
、

地
域

内
の

知
識

の
創

造
や

移
転

と
い

っ
た

学
習

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

創
出

・
活

性
化

に
あ

り
、

設
備

や
装

置
そ

の
も

の
が

自
動

的
に

地
域

を
活

性
化

す
る

わ
け

で
は

な
い

。
②

、
③

が
地

域
社

会
の

活
性

化
に

資
す

る
た

め
に

は
、
①

に
よ

る
地

域
社

会
で

の
活

用
、

展
開

が
不

可
欠

で
あ

る
。

と
く

に
、

人
文

社
会

科
学

系
を

中
心

に
地

域
に

根
ざ

し
た

社
会

貢
献

を
継

続
的

に
取

り
組

ん
で

き
た

私
立

大
学

に
は

、
地

域
社

会
に

内
在

す
る

課
題

や
社

会
的

な
連

係
構

造
に

関
す

る
知

見
が

蓄
積

さ
れ

て
お

り
、

そ
れ

を
活

か
し

て
い

く
こ

と
は

地
方

創
生

に
資

す
る

も
の

で
あ

る
。

連
携

事
業

の
な

か
に

は
、

設
定

さ
れ

て
い

る
10

億
円

よ
り

も
小

さ
な

規
模

の
も

の
で

あ
っ

て
も

有
効

な
も

の
が

想
定

さ
れ

る
。
そ

の
よ

う
な

取
組

へ
の

支
援

も

実
現

可
能

と
す

る
よ

う
要

望
す

る
。

 

 
要

望
２

 
交

付
金

の
対

象
と

な
る

取
組

や
予

算
の

柔
軟

性
の

確
保

 

 
 

 
内

閣
府

「
地

方
大

学
・

地
域

産
業

創
生

事
業

」
は

、
大

学
の

組
織

改
革

を
実

現
す

る
よ

う
な

全
学

的
な

取
組

を
支

援
の

対
象

と
し

て
い

る
。

し
か

し
、

産
官

学
連

携
の

取
組

は
、

学
部

や
学

科
単

位
の

小
規

模
な

取
組

で
あ

っ
て

も
効

果
が

期
待

で
き

る
も

の
が

多
い

。
ま

た
、
複

数
の

地
域
・
地

方
に

キ
ャ

ン
パ

ス
が

所
在

す
る

私
立

大
学

に
お

い
て

は
、

学
部

や
キ

ャ
ン

パ
ス

単
位

の
取

組
が

、
所

在
す

る
地

域
に

と
っ

て
大

き
な

意
義

を
も

つ
場

合
も

存
在

す
る

。
し

た
が

っ
て

、
地

方
創

生
に

資
す

る
優

れ
た

取
組

で
あ

れ
ば

、
全

学
的

な
取

組
の

み
で

は
な

く
、

学
部

・
学

科
単

位
等

の
取

組
に

対
す

る
支

援
も

必
要

で
あ

る
。

例
え

ば
、

全
学

体
制

の
大

規
模

な
取

組
に

は
交

付
金

額
を

大
き

く
し

、
学

部
・

学
科

単
位

の
取

組
に

つ
い

て
は

、
小

額
の

交
付

金
を

措
置

す
る

な
ど

、
対

象
と

な
る

取
組

や
予

算
の

一
層

の
柔

軟
性

を
求

め
た

い
。

 

 
要

望
３

 
地

域
や

地
域

住
民

の
ニ

ー
ズ

に
沿

っ
た

私
立

大
学

と
の

連
携

の
推

進
 

内
閣

府
「

地
方

大
学

・
地

域
産

業
創

生
事

業
」

は
、

地
方

自
治

体
の

首
長

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
も

と
に

実
施

す

る
地

方
創

生
の

事
業

で
あ

る
が

、
地

方
自

治
体

は
、

地
域

の
公

立
大

学
や

国
立

大
学

を
優

先
し

て
連

携
す

る
傾

向
が

あ
る

。
現

行
の

交
付

金
等

の
制

度
は

、
相

対
的

に
大

規
模

な
国

公
立

の
総

合
大

学
と

の
連

携
に

使
い

や
す

く
設

計
さ

れ
て

お
り

、
地

方
自

治
体

の
目

も
そ

ち
ら

に
向

き
が

ち
で

あ
る

。
し

か
し

、
地

域
に

所
在

す
る

私
立

大
学

も
ま

た
重

要
な

地
域

の
知

的
・

人
的

資
源

で
あ

る
。

地
方

自
治

体
が

、
地

域
の

実
情

を
踏

ま
え

た
き

め
細

か
な

連
携

事
業

を
展

開
し

て
い

る
私

立
大

学
を

地
方

創
生

の
地

域
資

源
と

捉
え

有
効

に
活

用
し

て
い

く
こ

と
に

対
す

る
支

援
を

要
望

す
る

。

そ
の

た
め

に
地

方
自

治
体

及
び

私
立

大
学

が
使

い
や

す
い

交
付

金
制

度
の

設
計

を
検

討
す

べ
き

で
あ

る
。

 

 
要

望
４

 
東

京
圏

を
は

じ
め

と
す

る
都

市
圏

に
所

在
す

る
大

学
が

実
施

す
る

地
方

創
生

の
取

組
へ

の
支

援
 

東
京

圏
を

は
じ

め
と

す
る

都
市

圏
に

所
在

す
る

大
学

に
お

い
て

も
、

積
極

的
に

地
方

創
生

の
取

組
を

実
施

し
て

い

る
が

、
内

閣
府

「
地

方
大

学
・

地
域

産
業

創
生

事
業

」
は

、
主

に
地

方
大

学
が

地
方

で
実

施
す

る
取

組
に

措
置

さ
れ

る
仕

組
み

と
な

っ
て

い
る

。
 

例
え

ば
、

都
市

圏
の

大
学

で
は

、
地

方
自

治
体

と
連

携
し

て
、

地
方

出
身

の
学

生
に

出
身

地
の

就
職

情
報

を
提

供

す
る

こ
と

や
、

都
市

圏
出

身
の

学
生

に
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
等

を
通

し
て

地
方

の
課

題
の

認
識

を
深

め
、

卒
業

後
の

活
動

の
場

と
し

て
地

方
を

選
択

す
る

契
機

を
提

供
す

る
こ

と
、

教
員

と
学

生
が

協
働

し
て

地
方

の
活

性
化

に
資

す
る

21



3 
 

た
め

の
研

究
活

動
を

展
開

す
る

こ
と

な
ど

、
積

極
的

に
地

方
創

生
に

資
す

る
取

組
を

実
施

し
て

お
り

、
地

方
創

生
に

と
っ

て
有

効
な

資
源

と
位

置
づ

け
る

こ
と

が
で

き
る

。
と

く
に

大
学

が
所

在
し

な
い

地
域

に
と

っ
て

は
そ

の
よ

う
な

取
組

は
大

き
な

意
義

が
あ

る
。

し
か

し
、

現
行

の
地

方
創

生
に

対
す

る
支

援
は

、
主

と
し

て
地

方
大

学
と

そ
の

地
域

の
連

携
に

限
定

さ
れ

て
い

る
た

め
、

都
市

圏
の

大
学

と
い

う
資

源
を

活
か

し
き

れ
て

い
な

い
。

真
の

地
方

創
生

の
実

現
に

は
、

都
市

圏
で

学
ん

だ
学

生
が

地
方

に
定

着
し

、
地

方
活

性
化

の
た

め
に

活
動

す
る

な
ど

都
市

圏
と

地
方

と
の

人
的

好
循

環
を

生
む

仕
組

み
が

必
要

不
可

欠
で

あ
る

。
地

方
の

大
学

が
地

方
で

実
施

す
る

取
組

と
合

わ
せ

て
、

都
市

圏
の

大
学

が
地

方
自

治
体

や
企

業
と

直
接

連
携

し
、

実
施

す
る

取
組

に
対

す
る

支
援

の
仕

組
み

の
創

設
を

求
め

る
。

 

  Ⅱ
．

新
た

な
地

方
創

生
予

算
に

関
す

る
要

望
 

 地
方

に
お

け
る

人
口

の
急

減
が

深
刻

な
課

題
と

な
っ

て
い

る
現

状
に

お
い

て
、

地
方

自
治

体
は

私
立

大
学

が
行

う
取

組
へ

の
連

携
・

支
援

を
「

地
方

戦
略

」
の

中
核

に
位

置
付

け
た

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

を
描

き
、

私
立

大
学

の
知

の
拠

点
と

し

て
の

機
能

を
さ

ら
に

強
化

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
そ

の
実

現
に

向
け

、
文

部
科

学
省

を
は

じ
め

、
内

閣
府

及
び

総

務
省

に
お

け
る

新
た

な
地

方
創

生
予

算
を

要
望

す
る

。
 

 
１

．
地

方
創

生
の

取
組

充
実

に
向

け
た

新
た

な
公

的
支

援
の

創
設

 

私
立

大
学

が
地

方
創

生
の

取
組

を
推

進
、

展
開

し
て

い
く

た
め

の
大

き
な

阻
害

要
因

と
し

て
、

各
省

庁
い

ず
れ

の
予

算
に

お
い

て
も

、
地

方
創

生
に

携
わ

る
専

門
人

材
の

配
置

や
学

生
の

旅
費

交
通

費
等

が
支

援
の

対
象

と
な

ら
な

い
こ

と

が
挙

げ
ら

れ
る

。
都

市
圏

と
地

方
と

の
人

的
好

循
環

を
促

し
、

ま
た

学
生

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
育

み
地

方
創

生
を

主

導
す

る
地

方
人

材
と

し
て

輩
出

し
て

い
く

た
め

、
地

方
創

生
に

携
わ

る
専

門
人

材
の

配
置

や
学

生
の

旅
費

交
通

費
の

支

援
を

は
じ

め
私

立
大

学
も

し
く

は
地

方
自

治
体

に
対

す
る

新
た

な
公

的
支

援
の

措
置

に
つ

い
て

提
案

す
る

。
 

 要
望

１
 

地
方

創
生

に
携

わ
る

専
門

人
材

確
保

及
び

人
材

育
成

へ
の

支
援

（
文

部
科

学
省

、
内

閣
府

、
総

務
省

共
通

）
 

大
学

が
地

方
創

生
に

貢
献

す
る

た
め

に
は

、
長

期
的

展
望

は
も

と
よ

り
、

地
域

課
題

の
解

決
ま

で
長

期
的

に
わ

た

り
地

方
創

生
に

携
わ

る
こ

と
の

で
き

る
人

材
の

確
保

と
育

成
が

非
常

に
重

要
と

な
る

。
地

域
の

こ
と

を
知

り
、

地
域

に
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

持
つ

専
門

人
材

が
窓

口
と

な
っ

て
、

大
学

と
地

域
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
が

で
き

た
と

き
、

大
学

と
社

会
が

共
生

す
る

真
の

地
方

創
生

が
成

し
遂

げ
ら

れ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

国
立

大
学

で
は

潤
沢

な
運

営
費

交
付

金
に

よ
り

専
門

人
材

が
配

置
さ

れ
て

い
る

が
、

私
立

大
学

に
お

い
て

専
任

の
 

専
門

人
材

を
配

置
す

る
こ

と
は

、
財

政
的

に
極

め
て

困
難

で
あ

る
。

加
え

て
、

地
方

創
生

の
取

組
に

は
多

方
面

か
ら

様
々

な
分

野
の

要
請

が
あ

り
、

人
員

が
不

十
分

で
あ

る
こ

と
が

多
い

。
地

方
創

生
を

実
現

す
る

た
め

に
も

、
私

立
大

学
に

対
す

る
地

方
創

生
の

専
門

人
材

の
確

保
・

育
成

に
対

す
る

積
極

的
な

支
援

を
要

望
す

る
。

 

 
要

望
２

 
学

生
の

費
用

負
担

を
軽

減
さ

せ
る

支
援

の
仕

組
み

の
創

設
（

文
部

科
学

省
、

内
閣

府
、

総
務

省
共

通
）

 

 
 

地
方

や
過

疎
地

域
に

お
い

て
、

地
方

創
生

に
係

る
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
す

る
場

合
、

学
生

に
交

通
費

及
び

宿

泊
費

の
負

担
を

求
め

る
こ

と
に

な
る

。
長

期
間

に
わ

た
る

人
的

交
流

を
図

り
、

学
生

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
育

み
地

方
人

材
を

育
成

す
る

よ
う

な
良

質
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
ほ

ど
、

学
生

に
多

く
の

負
担

を
求

め
る

こ
と

に
な

り
参

加
が

見
込

め
ず

、
結

果
的

に
実

施
を

断
念

せ
ざ

る
を

得
な

い
ケ

ー
ス

も
多

い
。

と
く

に
、

都
市

圏
と

地
方

の
学

生
の

交
流

を
促

進
す

る
際

に
は

、
移

動
や

滞
在

に
係

る
経

費
の

負
担

が
大

き
く

な
る

た
め

、
学

生
の

参
加

を
妨

げ
る

要
因

に
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

地
方

圏
で

は
公

共
交

通
の

密
度

が
都

市
圏

に
比

べ
て

低
い

た
め

、
生

活
拠

点
を

離
れ

た
訪

問
先

で
の

4 
 

学
生

の
移

動
手

段
の

確
保

も
経

費
増

を
も

た
ら

す
要

因
で

あ
る

。
 

都
市

圏
と

地
方

と
の

人
的

好
循

環
を

生
む

に
は

長
期

間
滞

在
型

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
有

効
で

あ
り

、
こ

れ
ら

学
生

の
 

費
用

負
担

を
軽

減
さ

せ
る

こ
と

が
学

生
の

地
域

間
交

流
の

効
果

を
大

き
く

す
る

。
そ

の
た

め
、

学
生

の
訪

問
先

へ
の

旅
費

交
通

費
に

対
す

る
支

援
、

現
地

内
の

移
動

手
段

の
確

保
の

た
め

の
支

援
を

要
望

す
る

。
 

 
要

望
３

 
省

庁
間

、
地

方
自

治
体

間
の

連
携

に
よ

る
予

算
措

置
の

創
設

（
文

部
科

学
省

、
内

閣
府

、
総

務
省

共
通

）
 

文
部

科
学

省
「

地
（

知
）
の

拠
点

大
学

に
よ

る
地

方
創

生
推

進
事

業
」「

私
立

大
学

等
改

革
支

援
事

業
（

タ
イ

プ
５

）
」

や
内

閣
府
「

地
方

創
生

推
進

交
付

金
」「

地
方

大
学
・
地

域
産

業
創

生
事

業
」
な

ど
地

方
創

生
に

係
る

補
助

金
が

各
省

庁
に

設
け

ら
れ

て
い

る
一

方
、

現
行

で
は

同
一

取
組

内
容

に
お

い
て

複
数

の
補

助
金

を
使

用
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

制
度

と
な

っ
て

い
る

。
そ

の
た

め
、

一
旦

補
助

金
を

獲
得

し
た

取
組

に
お

い
て

は
新

た
な

事
業

展
開

す
る

場
合

も
別

の
補

助
金

の
獲

得
は

で
き

な
い

。
 

ま
た

、
地

方
の

私
立

大
学

に
お

い
て

は
、

そ
の

地
域

の
ま

ち
づ

く
り

の
た

め
に

地
方

自
治

体
と

連
携

し
、

地
域

住

民
へ

の
生

涯
学

習
や

ス
ポ

ー
ツ

振
興

、
子

ど
も

に
対

す
る

福
祉

、
栄

養
指

導
、

地
域

人
材

の
育

成
等

、
多

様
な

取
組

を
実

施
し

て
い

る
が

、
そ

れ
ぞ

れ
の

取
組

へ
の

補
助

が
市

町
村
（

行
政

機
関

）
の

縦
割

り
に

よ
る

た
め

、「
ま

ち
づ

く

り
」

と
い

う
目

的
を

達
成

す
る

た
め

の
一

体
的

な
取

組
と

し
て

推
進

し
に

く
い

。
 

こ
れ

ら
の

課
題

か
ら

、
私

立
大

学
の

幅
広

い
多

様
な

取
組

を
地

方
創

生
の

新
た

な
展

開
に

つ
な

げ
る

た
め

に
も

、
 

 

一
定

の
ル

ー
ル

の
中

で
複

数
の

補
助

金
を

併
用

で
き

る
よ

う
に

す
る

、
あ

る
い

は
各

省
庁

、
地

方
自

治
体

間
が

連
携

し
一

体
化

し
た

予
算

を
措

置
す

る
等

、
省

庁
間

、
地

方
自

治
体

間
の

連
携

に
よ

る
予

算
措

置
の

創
出

を
要

望
す

る
。

 

そ
の

際
、

複
数

の
省

庁
が

関
係

す
る

補
助

金
・

交
付

金
に

つ
い

て
は

、
各

省
庁

で
大

学
に

異
な

る
基

準
の

計
画

を

求
め

る
な

ど
、

二
重

の
事

務
負

担
が

発
生

す
る

こ
と

の
な

い
よ

う
省

庁
間

で
調

整
を

図
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

 

 
要

望
４

 
地

方
大

学
の

健
全

な
競

争
を

促
す

支
援

制
度

の
創

設
（

内
閣

府
）

 

 
 

地
方

に
は

、
比

較
的

小
規

模
な

私
立

大
学

が
多

く
存

在
し

、
そ

れ
ら

の
私

立
大

学
は

、
と

く
に

市
町

村
や

地
域

と

よ
り

密
接

に
関

わ
り

、
ま

ち
づ

く
り

や
地

方
人

材
の

育
成

等
の

成
果

を
あ

げ
地

方
活

性
化

に
寄

与
し

て
い

る
。

そ
の

よ
う

な
地

方
創

生
の

現
場

で
役

に
立

つ
取

組
は

、
地

域
の

ニ
ー

ズ
に

柔
軟

に
応

え
る

こ
と

の
で

き
る

小
規

模
な

取
組

で
あ

る
こ

と
も

多
い

。
新

た
に

創
設

さ
れ

た
「

地
方

大
学

・
地

域
産

業
創

生
交

付
金

」
は

、
１

件
当

た
り

の
支

援
規

模
（

７
億

円
）

か
ら

大
規

模
の

取
組

を
対

象
と

し
て

い
る

と
思

わ
れ

る
が

、
合

わ
せ

て
地

域
の

ニ
ー

ズ
に

密
接

に
関

わ
る

取
組

を
対

象
と

す
る

支
援

が
、

地
方

創
生

の
た

め
に

は
必

要
と

な
る

。
 

ま
た

、
私

立
大

学
が

補
助

金
や

交
付

金
の

採
択

さ
れ

る
こ

と
に

よ
り

、
国

公
立

大
学

に
目

が
向

き
が

ち
な

地
方

自

治
体

と
私

立
大

学
が

連
携

を
深

め
る

契
機

と
な

り
、

私
立

大
学

の
資

源
を

活
用

し
た

新
た

な
地

方
創

生
の

取
組

へ
と

展
開

し
て

い
く

こ
と

も
多

い
。

国
公

私
立

を
問

わ
ず

多
く

の
大

学
と

地
方

自
治

体
が

多
様

な
連

携
を

構
築

し
て

い
く

こ
と

が
地

方
創

生
に

は
有

効
で

あ
り

、
そ

の
た

め
に

も
、

限
ら

れ
た

地
方

創
生

予
算

を
特

定
の

大
学

に
集

中
さ

せ
る

の
で

は
な

く
、

自
ら

の
特

色
を

活
か

し
た

取
組

に
よ

っ
て

地
方

大
学

の
健

全
な

競
争

を
促

す
よ

う
な

支
援

制
度

を
創

設
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

そ
の

よ
う

な
補

助
金

、
交

付
金

の
あ

り
方

こ
そ

日
本

全
体

の
活

性
化

に
繋

が
る

。
 

 
 要

望
５

 
文

部
科

学
省

か
ら

私
立

大
学

へ
の

新
た

な
地

方
創

生
予

算
措

置
の

創
設

（
文

部
科

学
省

）
 

 
 

地
方

交
付

税
（

特
別

交
付

税
）

は
、

地
方

創
生

の
取

組
を

支
援

す
る

有
効

な
手

段
で

あ
る

が
、

地
方

自
治

体
に

対

す
る

交
付

で
あ

り
、

私
立

大
学

が
行

う
地

方
創

生
の

取
組

に
対

し
て

ど
の

程
度

支
援

さ
れ

る
か

は
地

方
自

治
体

の
首

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
や

意
向

、
担

当
者

の
力

量
に

よ
っ

て
左

右
さ

れ
る

こ
と

が
多

い
。

首
長

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

に
よ

る
取

組
も

重
要

で
あ

る
が

、
同

時
に

私
立

大
学

に
は

、
建

学
の

精
神

に
基

づ
い

た
、

他
の

大
学

と
差

別
化

で
き

22



5 
 

る
個

性
的

な
特

色
を

持
っ

た
地

方
創

生
の

取
組

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
 

文
部

科
学

省
で

は
、
地

方
創

生
の

取
組

に
つ

い
て
「

地
（

知
）
の

拠
点

大
学

に
よ

る
地

方
創

生
推

進
事

業
」「

私
立

大
学

等
改

革
総

合
支

援
事

業
（

タ
イ

プ
５

）
」
等

の
予

算
措

置
が

さ
れ

て
い

る
が

、
私

立
大

学
が

そ
の

特
色

を
一

層
発

揮
し

地
方

創
生

に
取

り
組

む
た

め
に

、
そ

れ
と

は
別

の
私

立
大

学
を

直
接

支
援

す
る

文
部

科
学

省
の

新
た

な
地

方
創

生
予

算
の

創
設

を
強

く
要

望
す

る
。

 

 
２

．
内

閣
府
「

ま
ち
・
ひ

と
・
し

ご
と
創

生
基

本
方

針
2
0
1
8
」「

わ
く

わ
く

地
方

生
活

実
現

政
策

パ
ッ

ケ
ー

 
 

 

ジ
」

へ
の

私
立

大
学

の
参

画
に

関
す

る
支

援
 

2
01

8
年

６
月

1
5
日

に
閣

議
決

定
さ

れ
た

「
ま

ち
・

ひ
と

・
し

ご
と

創
生

基
本

方
針

2
01

8」
で

は
、

東
京

一
極

集
中

の
是

正
、

地
方

の
担

い
手

不
足

の
対

処
、

地
方

移
住

者
等

の
希

望
を

か
な

え
る

等
を

目
的

に
「

わ
く

わ
く

地
方

生
活

実

現
政

策
パ

ッ
ケ

ー
ジ

」
を

策
定

し
、
「

１
．

Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ

ー
ン

に
よ

る
起

業
・

就
業

者
創

出
」
「

２
．

女
性

・
高

齢
者

の
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

」
「

３
．

地
方

に
お

け
る

外
国

人
材

の
活

用
」

等
の

施
策

を
行

う
こ

と
と

し
て

い
る

。
 

そ
れ

ら
の

施
策

は
、

す
で

に
多

く
の

私
立

大
学

が
実

施
し

て
い

る
取

組
と

方
向

性
を

同
じ

く
し

て
い

る
。

地
方

創
生

に
貢

献
す

る
人

材
育

成
や

地
域

社
会

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
を

は
じ

め
、

人
材

育
成

、
生

涯

学
習

や
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

の
拠

点
と

し
て

、
そ

の
よ

う
な

私
立

大
学

の
取

組
を

い
っ

そ
う

深
化

で
き

る
よ

う
各

施

策
に

関
し

、
以

下
の

支
援

を
要

望
す

る
。

 

 
（

１
）

Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ

ー
ン

に
よ

る
起

業
・

就
業

者
創

出
 

要
望

１
 

地
方

へ
の

新
し

い
人

の
流

れ
を

創
る

取
組

へ
の

支
援

 

都
市

圏
の

大
学

の
学

生
は

、
地

方
の

企
業

や
生

活
に

関
す

る
情

報
に

接
す

る
機

会
が

少
な

く
、

そ
の

た
め

Ｕ
Ｉ

Ｊ

タ
ー

ン
が

魅
力

あ
る

選
択

肢
と

な
っ

て
い

な
い

こ
と

が
多

い
。

都
市

圏
に

所
在

す
る

多
く

の
大

学
は

独
自

に
地

方
自

治
体

と
提

携
し

、
Ｕ

Ｉ
Ｊ

タ
ー

ン
を

希
望

す
る

学
生

へ
の

情
報

提
供

や
地

元
企

業
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

の
機

会
等

を
提

供
し

て
い

る
が

、
1
大

学
単

独
で

の
取

組
で

は
、
参

加
企

業
や

参
加

学
生

が
少

な
く

効
果

が
出

に
く

い
の

が
実

情
で

あ

る
。

Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ

ー
ン

を
よ

り
効

果
的

に
促

進
す

る
た

め
に

は
、

複
数

の
大

学
が

連
携

し
て

取
り

組
む

こ
と

が
望

ま
し

く
、

複
数

の
大

学
や

地
方

自
治

体
と

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
形

成
へ

の
支

援
や

Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ

ー
ン

を
目

指
し

た
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
活

動
に

対
す

る
財

政
的

な
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

 

ま
た

、
地

方
創

生
の

た
め

に
は

、
合

わ
せ

て
、

地
方

の
中

核
都

市
か

ら
近

隣
の

地
域

へ
の

Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ

ー
ン

の
促

進

も
求

め
ら

れ
る

。
地

方
中

核
都

市
に

所
在

す
る

私
立

大
学

が
行

う
同

様
の

活
動

に
対

す
る

支
援

も
必

要
で

あ
る

。
 

 
要

望
２

 
地

方
で

の
起

業
を

促
進

す
る

取
組

へ
の

支
援

 
 

都
市

圏
の

学
生

に
よ

る
地

方
で

の
起

業
を

促
進

す
る

に
は

、
実

際
に

起
業

す
る

学
生

本
人

に
対

す
る

支
援

が
必

要

で
あ

る
が

、
ま

ず
は

、
学

生
が

学
修

や
経

験
を

通
じ

て
地

方
の

魅
力

や
地

方
で

の
多

様
な

ビ
ジ

ネ
ス

チ
ャ

ン
ス

に
気

づ
き

、
起

業
し

た
い

と
い

う
意

志
を

持
た

な
く

て
は

実
現

し
な

い
。

そ
の

た
め

、
そ

の
よ

う
な

学
生

の
意

識
づ

け
を

促
す

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
や

Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ

ー
ン

促
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

の
取

組
を

実
施

す
る

私
立

大
学

に
対

し
積

極
的

な
支

援
を

求
め

た
い

。
 

既
に

大
規

模
な

起
業

家
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

て
い

る
都

市
圏

の
私

立
大

学
に

お
い

て
は

、
プ

ロ
グ

ラ
ム
 

を
受

講
し

た
卒

業
生

が
地

方
で

起
業

す
る

事
例

が
出

始
め

て
お

り
、
そ

の
効

果
は

大
き

い
も

の
と

思
わ

れ
る

。
他

方
、

地
方

大
学

の
学

生
が

地
元

で
起

業
す

る
場

合
は

、
都

市
圏

に
比

べ
て

起
業

に
必

要
な

経
営

リ
ソ

ー
ス

が
十

分
で

は
な

い
こ

と
が

考
え

ら
れ

、
大

学
が

よ
り

積
極

的
に

支
援

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。
そ

の
た

め
、
地

方
の

私
立

大
学

で
は

、

専
門

家
や

起
業

家
を

講
師

と
し

て
招

聘
し

、
セ

ミ
ナ

ー
や

研
修

会
を

開
催

し
て

お
り

、
そ

の
よ

う
な

取
組

に
対

し
て

6 
 

も
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

 

 
（

２
）

女
性

・
高

齢
者

の
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

 

要
望

３
 

女
性

・
高

齢
者

の
活

躍
に

向
け

た
取

組
へ

の
支

援
 

わ
が

国
に

お
い

て
は

、
人

生
10

0
年

時
代

を
見

据
え

、
ま

た
少

子
高

齢
化

に
よ

り
生

産
年

齢
人

口
が

急
速

に
減

少

す
る

こ
と

か
ら

も
、

す
べ

て
の

人
が

生
涯

現
役

で
活

躍
し

続
け

ら
れ

る
社

会
環

境
と

し
て

何
歳

に
な

っ
て

も
学

び
直

し
が

で
き

る
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

体
制

を
早

急
に

構
築

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
 

と
く

に
女

性
や

高
齢

者
の

活
躍

の
機

会
の

拡
大

が
望

ま
れ

て
い

る
が

、
そ

の
た

め
に

は
、
地

方
自

治
体

、
企

業
 
（

経

済
団

体
を

含
む

）
及

び
私

立
大

学
等

が
連

携
し

、
女

性
や

高
齢

者
等

の
就

業
を

促
進

す
る

基
礎

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

構
築

し
実

施
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

実
施

に
係

る
費

用
と

し
て

、
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

に
係

る
連

携
機

関
と

の
会

議
・
研

究
会

に
係

る
費

用
、
プ

ロ
グ

ラ
ム

実
施

に
係

る
講

師
謝

金
、
I
CT

活
用

の
た

め
の

整
備

費
及

び
広

報
費

用

等
が

考
え

ら
れ

、
そ

れ
ら

に
対

す
る

積
極

的
な

支
援

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

こ
の

よ
う

な
基

礎
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

厚
生

労
働

省
の

教
育

訓
練

給
付

制
度

の
講

座
に

指
定

さ
れ

積
極

的
に

活
用

さ
れ

る
こ

と
が

望
ま

し
く

、
指

定
に

係
る

手
続

き
や

要
件

を
簡

素
化

す
る

と
と

も
に

、
講

座
の

開
設

に
向

け
た

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
と

し
て

指
定

さ
れ

た
講

座
に

対
す

る
補

助
が

求
め

ら
れ

る
。

さ
ら

に
は

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

修
了

者
と

企
業

等
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

を
行

う
場

の
提

供
に

つ
い

て
も

支
援

が
望

ま
れ

る
。

 

 
（

３
）

地
方

に
お

け
る

外
国

人
材

の
活

用
 

要
望

４
 

留
学

生
の

採
用

及
び

地
元

定
着

を
促

進
す

る
取

組
へ

の
支

援
 

グ
ロ

ー
バ

ル
化

が
進

む
こ

と
で

、
地

方
の

生
産

者
で

あ
っ

て
も

諸
外

国
の

企
業

等
と

関
わ

る
機

会
は

さ
ら

に
高
 

ま
る

と
予

想
さ

れ
、

今
後

、
地

方
に

お
い

て
外

国
人

材
に

対
す

る
ニ

ー
ズ

が
高

ま
り

、
留

学
生

の
採

用
や

地
元

定
着

が
求

め
ら

れ
る

よ
う

に
な

る
。

留
学

生
が

日
本

で
就

職
す

る
た

め
に

は
、

日
本

語
は

も
ち

ろ
ん

エ
ン

ト
リ

ー
シ

ー
ト

の
書

き
方

や
キ

ャ
リ

ア
マ

ナ
ー

等
支

援
す

べ
き

こ
と

は
多

い
。

私
立

大
学

は
留

学
生

向
け

の
セ

ミ
ナ

ー
や

講
習

会
を

開
催

し
対

応
し

て
い

る
が

、
そ

の
経

費
の

負
担

が
課

題
と

な
り

全
て

の
私

立
大

学
に

お
い

て
十

分
な

対
応

が
で

き
て

い
る

と
は

言
い

難
い

。
ま

た
、

留
学

生
の

人
数

に
よ

っ
て

は
、

１
大

学
単

独
で

留
学

生
対

象
の

セ
ミ

ナ
ー

等
を

実
施

す
る

こ
と

は
人

員
面

・
費

用
面

か
ら

困
難

な
た

め
、

地
域

の
複

数
大

学
に

よ
る

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

活
動

が
有

効
と

考
え

ら
れ

る
。

こ
れ

ら
留

学
生

の
採

用
及

び
地

元
定

着
を

促
進

す
る

取
組

へ
の

支
援

が
実

現
す

れ
ば

、
私

立
大

学
は

留
学

生
に

対
す

る
支

援
を

よ
り

手
厚

く
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

り
、

留
学

生
の

地
方

就
職

の
促

進
に

つ
な

が
る

。
 

な
お

、
地

方
の

中
小

企
業

で
は

、
留

学
生

の
採

用
に

つ
い

て
在

留
資

格
変

更
手

続
き

等
の

サ
ポ

ー
ト

を
必

要
と

し

て
い

る
場

合
が

多
い

。
企

業
に

対
す

る
留

学
生

採
用

に
関

す
る

公
的

な
サ

ポ
ー

ト
を

強
化

す
る

こ
と

も
留

学
生

の
採

用
に

は
不

可
欠

で
あ

り
、

必
要

な
措

置
を

求
め

た
い

。
 

 ３
．

総
務

省
「

特
別

交
付

税
措

置
」

に
お

け
る

新
た

な
ス

キ
ー

ム
の

創
設

 

現
在

、
わ

が
国

に
お

け
る

大
学

へ
の

公
的

支
援

は
、

文
部

科
学

省
予

算
が

そ
の

大
半

を
占

め
て

い
る

が
、

他
の

先
進

国
と

比
べ

極
め

て
少

な
く

、
と

り
わ

け
私

立
大

学
に

対
す

る
公

的
支

援
は

最
低

水
準

と
な

っ
て

い
る

。
そ

の
一

方
で

、

地
方

創
生

へ
の

よ
り

一
層

の
貢

献
が

私
立

大
学

に
対

し
て

期
待

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

期
待

に
応

え
る

た
め

、
私

立
大

学

は
多

様
な

活
動

を
展

開
し

、
地

方
に

お
け

る
課

題
解

決
に

寄
与

し
て

い
る

。
 

そ
の

よ
う

な
状

況
に

鑑
み

、
現

在
の

私
立

大
学

の
補

助
の

枠
組

み
を

超
え

た
新

た
な

ス
キ

ー
ム

と
し

て
、

地
方

の
 

 
 

課
題

解
決

に
向

け
た

私
立

大
学

の
取

組
に

対
し

て
財

政
支

援
を

行
う

地
方

自
治

体
へ

の
特

別
交

付
税

措
置

を
要

望
す

る
。
 

新
た

な
ス

キ
ー

ム
の

創
設

に
あ

た
っ

て
は

、
大

学
と

地
方

自
治

体
の

連
携

を
一

層
推

進
す

る
た

め
に

も
地

方
自

治
体
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と
私

立
大

学
が

共
に

活
用

し
や

す
い

柔
軟

な
制

度
で

あ
る

こ
と

が
肝

要
で

あ
り

、
以

下
に

つ
い

て
特

段
の

配
慮

を
い

た

だ
き

た
い

。
 

 
 

①
 

地
方

創
生

に
資

す
る

取
組

で
あ

れ
ば

、
そ

の
事

業
規

模
や

事
業

分
野

に
依

ら
ず

対
象

と
す

る
柔

軟
な

交
付

金
と

な
る

よ
う

要
望

す
る

 

 
②

 
既

に
推

進
し

て
い

る
地

方
創

生
の

取
組

も
そ

の
対

象
と

な
る

よ
う

要
望

す
る

（
新

規
の

取
組

の
み

を
対

象
と

し

な
い

こ
と

）
 

 
③

 
全

学
体

制
の

取
組

だ
け

で
は

な
く

、
学

部
・

学
科

、
ゼ

ミ
単

位
で

実
施

し
て

い
る

取
組

に
つ

い
て

も
そ

の
対

象

と
し

、
ま

た
、

学
会

等
の

学
術

団
体

と
連

携
し

て
複

数
大

学
の

ゼ
ミ

や
研

究
室

等
が

参
画

す
る

よ
う

な
、

多
様

な

形
態

の
実

施
体

制
の

取
組

に
つ

い
て

も
そ

の
対

象
と

な
る

よ
う

要
望

す
る

 

 
④

 
都

市
圏

で
学

ん
だ

地
方

出
身

の
学

生
や

、
都

市
圏

出
身

の
学

生
を

地
方

に
送

り
込

む
等

の
人

的
好

循
環

を
促

進

す
る

よ
う

な
、

都
市

圏
の

大
学

と
地

方
の

大
学

、
都

市
圏

の
大

学
と

地
方

自
治

体
が

連
携

し
て

行
う

取
組

等
も

対

象
と

な
る

よ
う

要
望

す
る

 

⑤
 

地
方

自
治

体
と

私
立

大
学

の
間

で
締

結
す

る
協

定
に

つ
い

て
は

、
例

え
ば

、
多

岐
に

わ
た

る
事

業
を

網
羅

す
る

親
協

定
を

締
結

し
、

そ
の

後
、

個
別

に
覚

書
等

を
取

り
交

わ
す

こ
と

で
も

対
象

と
す

る
等

、
柔

軟
な

対
応

を
可

能

と
す

る
よ

う
要

望
す

る
 

 
⑥

 
K
PI

の
設

定
に

つ
い

て
は

、
連

携
内

容
や

地
域

の
事

情
等

を
踏

ま
え

た
多

様
な

指
標

と
な

る
よ

う
要

望
す

る
 

 
⑦

 
支

援
の

条
件

と
し

て
他

の
補

助
金

の
採

択
等

を
求

め
な

い
こ

と
を

要
望

す
る

 

 
⑧

 
地

方
自

治
体

が
申

請
し

や
す

い
よ

う
、

申
請

書
等

の
手

続
き

を
煩

雑
に

し
な

い
こ

と
を

要
望

す
る

 
 

以
 

上
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予
算

要
望

の
実

現
に

よ
り

、
さ

ら
な

る
地

方
創

生
の

成
果

が
の

ぞ
め

る
取

組
事

例
（

8
事

例
）

１
．

北
海

道
夕

張
市

で
の

公
共

政
策

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

―
法

政
大

学
（

実
施

地
域

：
北

海
道

夕
張

市
）

２
．

日
本

遺
産

を
誇

る
山

形
県

庄
内

地
方

を
基

盤
と

し
た

地
域

文
化

と
Ｉ

Ｔ
技

術
の

融
合

に
よ

る
伝

承
環

境
研

究
の

展
開

―
東

北
公

益
文

科
大

学
（

実
施

地
域

：
山

形
県

酒
田

市
・

鶴
岡

市
）

３
．

ジ
モ

ト
×

大
学

生
学

生
に

よ
る

学
生

の
た

め
の

地
域

企
業

情
報

誌
＆

W
EB

サ
イ

ト
「

Ｗ
Ｉ

Ｓ
Ｅ

」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
―

東
北

学
院

大
学

（
実

施
地

域
：

宮
城

県
仙

台
市

）

４
．

富
山

県
新

規
事

業
創

造
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

 
 

―
早

稲
田

大
学

（
実

施
地

域
：

富
山

県
）

５
．

農
山

村
集

落
と

の
交

流
型

定
住

に
よ

る
故

郷
づ

く
り

 
 

―
関

⻄
大

学
（

実
施

地
域

：
兵

庫
県

丹
波

市
）

６
．

地
域

の
課

題
を

解
決

す
る

「
つ

な
が

り
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

 
 

―
園

田
学

園
女

子
大

学
（

実
施

地
域

：
兵

庫
県

尼
崎

市
を

中
心

と
す

る
阪

神
間

及
び

兵
庫

県
但

馬
地

域
）

７
．

小
中

学
生

の
国

際
理

解
教

育
の

柱
と

し
て

国
際

学
生

が
活

躍
 

 
―

立
命

館
ア

ジ
ア

太
平

洋
大

学
（

実
施

地
域

：
大

分
県

佐
伯

市
）

８
．

全
国

共
通

の
地

域
課

題
解

決
に

向
け

た
取

り
組

み
To

-C
ol

la
bo

プ
ロ

グ
ラ

ム ―
東

海
大

学
（

実
施

地
域

：
北

海
道

、
東

京
都

、
神

奈
川

県
、

静
岡

県
、

熊
本

県
）
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１
北

海
道

夕
張

市
で

の
公

共
政

策
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
―

法
政

大
学

（
実

施
地

域
：

北
海

道
夕

張
市

）

実
施

地
域

北
海

道
夕

張
市

推
進

体
制

□
全

学
体

制

✔
学

部
・

学
科

□
ゼ

ミ
・

研
究

室
連

携
状

況
□

大
学

□
企

業

✔
地

方
自

治
体

（
北

海
道

夕
張

市
）

□
そ

の
他

取
組

の
分

野
□

地
方

に
「

し
ご

と
」

を
つ

く
る

✔
地

方
へ

新
し

い
「

ひ
と

」
の

流
れ

を
つ

く
る

✔
「

ま
ち

」
を

つ
く

る
、

地
域

と
地

域
を

連
携

す
る

活
用

し
た

国
・

地
方

自
治

体
の

支
援

▸
  

な
し

取
組

の
内

容
▸

地
域

社
会

の
発

展
と

教
育

研
究

の
向

上
を

目
的

と
し

、
教

室
で

得
た

知
識

を
基

に
実

際
に

現
地

に
足

を
運

び
、

自
ら

が
政

策
課

題
を

発
見

し
考

え
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

実
習

授
業

を
実

施
。

▸
総

勢
57

名
の

学
生

・
職

員
・

教
員

が
4

泊
5

日
の

日
程

で
夕

張
市

に
て

現
地

実
習

を
実

施
（

20
17

年
度

）。
夕

張
市

役
所

、
夕

張
市

議
会

、
社

会
福

祉
協

議
会

、
市

⺠
活

動
団

体
等

を
訪

問
し

、
聞

き
取

り
調

査
、

活
動

参
与

調
査

及
び

現
地

当
事

者
と

の
意

見
交

換
等

を
行

う
。

成
果

・
効

果
▸

学
生

自
身

は
、

授
業

の
目

的
で

あ
る

、
日

本
の

地
域

社
会

に
お

け
る

政
策

課
題

を
発

見
し

、
将

来
を

展
望

す
る

問
題

意
識

と
洞

察
力

を
磨

く
こ

と
が

で
き

、
研

修
受

け
入

れ
地

と
し

て
の

地
域

振
興

を
図

る
夕

張
市

の
施

策
の

モ
ニ

タ
ー

と
し

て
の

役
割

を
担

っ
て

い
る

。
▸

継
続

的
な

学
生

の
現

地
実

習
等

の
受

け
入

れ
に

応
じ

て
、

地
域

住
⺠

の
活

動
が

活
性

化
し

て
い

る
。

▸
若

者
の

少
な

い
夕

張
市

に
お

い
て

、
学

生
が

貴
重

な
戦

力
と

な
り

、地
域

振
興

の
た

め
の

さ
ま

ざ
ま

な
活

動
を

実
施

し
て

い
る

。

予
算

要
望

が
実

現
す

れ
ば

、
実

施
可

能
と

な
る

取
組

や
地

方
創

生
の

成
果

▸
学

習
現

場
へ

の
学

生
の

交
通

費
（

現
地

へ
の

往
復

等
）、

滞
在

費
等

が
支

援
さ

れ
る

と
、活

動
範

囲
の

制
約

が
小

さ
く

な
り

、よ
り

有
効

な
現

地
学

習
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

組
む

こ
と

が
可

能
と

な
る

。

取
組

の
ポ

イ
ン

ト

P
o
i
n
t
1
.

専
門

ゼ
ミ

、正
課

外
活

動（
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）、

学
科

が
連

携
し

た
活

動
と

し
て

実
施

P
o
i
n
t
2
.

地
方

自
治

体
元

職
員

等
の

専
門

的
な

知
見

と
地

元
関

係
者

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

か
し

た
活

動

P
o
i
n
t
3
.

継
続

的
な

取
組

に
よ

る
地

方
自

治
体

・
地

域
の

学
生

受
け

入
れ

体
制

の
確

立
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2
日

本
遺

産
を

誇
る

山
形

県
庄

内
地

方
を

基
盤

と
し

た
地

域
文

化
と

Ｉ
Ｔ

技
術

の
融

合
に

よ
る

伝
承

環
境

研
究

の
展

開
―

東
北

公
益

文
科

大
学

（
実

施
地

域
：

山
形

県
酒

田
市

・
鶴

岡
市

）

実
施

地
域

山
形

県
酒

田
市

、
鶴

岡
市

推
進

体
制

✔
全

学
体

制

□
学

部
・

学
科

□
ゼ

ミ
・

研
究

室
連

携
状

況
□

大
学

□
企

業

✔
地

方
自

治
体

（
山

形
県

酒
田

市
）

□
そ

の
他

取
組

の
分

野
□

地
方

に
「

し
ご

と
」

を
つ

く
る

✔
地

方
へ

新
し

い
「

ひ
と

」
の

流
れ

を
つ

く
る

✔
「

ま
ち

」
を

つ
く

る
、

地
域

と
地

域
を

連
携

す
る

活
用

し
た

国
・

地
方

自
治

体
の

支
援

▸
文

部
科

学
省

「
私

立
大

学
研

究
ブ

ラ
ン

デ

ィ
ン

グ
事

業
」

取
組

の
内

容
▸

自
治

体
や

⽂
化

財
・

⺠
俗

芸
能

等
の

専
門

家
、地

域
住

⺠
の

協
力

を
得

な
が

ら
、

踊
り

や
能

等
、

人
に

よ
る

「
伝

承
」

を
必

要
と

す
る

庄
内

地
域

の
無

形
⽂

化
財

に
つ

い
て

、
バ

ー
チ

ャ
ル

リ
ア

リ
テ

ィ
技

術
(Ｖ

Ｒ
）

や
モ

ー
シ

ョ
ン

キ
ャ

プ
チ

ャ
、

Ｃ
Ｇ

ア
ニ

メ
ー

シ
ョ

ン
等

、
メ

デ
ィ

ア
情

報
の

技
術

に
よ

る
新

し
い

伝
承

方
法

を
開

発
し

て
い

る
。

Ｉ
Ｔ

技
術

で
デ

ー
タ

を
集

積
し

、
さ

ま
ざ

ま
な

メ
デ

ィ
ア

発
信

の
可

能
性

を
探

る
。

観
光

施
設

で
の

バ
ー

チ
ャ

ル
体

験
等

も
検

討
中

。

成
果

・
効

果
▸

庄
内

地
域

の
無

形
⽂

化
財

の
デ

ジ
タ

ル
デ

ー
タ

化
と

新
た

な
伝

承
方

法
の

提
言

を
す

る
こ

と
で

、
地

域
価

値
の

創
造

に
繋

が
っ

た
。

▸
メ

デ
ィ

ア
情

報
技

術
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

研
修

等
を

行
い

、
地

域
資

源
を

活
用

す
る

人
材

育
成

に
も

取
り

組
ん

で
い

る
。平

成
30

年
度

は
本

学
学

生
が

指
導

し
、

酒
田

市
教

育
委

員
会

の
協

力
の

も
と

小
学

生
向

け
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

講
座

（
定

員
10

名
×

3
回

）
も

実
施

し
て

い
る

。
▸

地
域

資
源

の
掘

り
起

こ
し

研
究

を
行

い
な

が
ら

、
デ

ジ
タ

ル
デ

ー
タ

に
よ

る
新

た
な

付
加

価
値

の
創

出
を

目
指

し
て

い
る

。地
域

資
源

の
デ

ー
タ

に
つ

い
て

は
、

観
光

資
源

と
し

て
だ

け
で

な
く

、
高

齢
者

福
祉

等
へ

の
応

用
を

検
討

中
。

要
望

が
実

現
す

れ
ば

、
実

施
可

能
と

な
る

取
組

や
地

方
創

生
の

成
果

▸
既

存
の

コ
ー

ス
、

専
門

科
目

等
を

融
合

さ
せ

た
新

た
な

取
り

組
み

、
最

新
の

メ
デ

ィ
ア

情
報

技
術

を
提

供
し

て
い

く
に

は
、

現
在

の
専

任
教

員
の

技
術

修
得

に
そ

も
そ

も
時

間
が

必
要

と
な

っ
て

い
る

。人
件

費
の

支
援

が
あ

れ
ば

、新
し

い
知

見
を

持
っ

た
教

員
・

指
導

者
を

採
用

で
き

、地
域

の
メ

デ
ィ

ア
情

報
の

技
術

向
上

に
寄

与
で

き
る

と
共

に
、

地
域

の
情

報
発

信
人

材
育

成
に

も
役

立
つ

こ
と

が
で

き
る

。

取
組

の
ポ

イ
ン

ト

P
o
i
n
t
1
.

地
域

資
源

の
ア

ー
カ

イ
ブ

化

P
o
i
n
t
2
.

次
世

代
へ

の
伝

承
の

た
め

の
⺠

俗
芸

能
の

デ
ジ

タ
ル

デ
ー

タ
保

存

P
o
i
n
t
3
.

幅
広

い
年

齢
層

向
け

の
メ

デ
ィ

ア
情

報
技

術
研

修
に

よ
る

地
域

資
源

活
用

人
材

の
育

成
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３
ジ

モ
ト

×
大

学
生

学
生

に
よ

る
学

生
の

た
め

の
地

域
企

業
情

報
誌

＆
W

EB
サ

イ
ト

「
Ｗ

Ｉ
Ｓ

Ｅ
」

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

―
東

北
学

院
大

学
（

実
施

地
域

：
宮

城
県

仙
台

市
）

実
施

地
域

宮
城

県
仙

台
市

推
進

体
制

✔
全

学
体

制

□
学

部
・

学
科

□
ゼ

ミ
・

研
究

室
連

携
状

況
✔

大
学

（
宮

城
県

内
の

大
学

、
短

大
、

高

専
等

）

✔
企

業

✔
地

方
自

治
体

（
宮

城
県

、
仙

台
市

）

□
そ

の
他

取
組

の
分

野
□

地
方

に
「

し
ご

と
」

を
つ

く
る

✔
地

方
へ

新
し

い
「

ひ
と

」
の

流
れ

を
つ

く
る

□
「

ま
ち

」
を

つ
く

る
、

地
域

と
地

域
を

連
携

す
る

活
用

し
た

国
・

地
方

自
治

体
の

支
援

▸
 文

部
科

学
省

「
地

（
知

）
の

拠
点

大
学

に

よ
る

地
方

創
生

推
進

事
業

（
CO

C+
）」

▸
仙

台
市

「
中

小
企

業
活

性
化

基
金

」

取
組

の
内

容
▸

仙
台

市
が

中
心

と
な

り
、

地
元

大
学

及
び

地
域

新
聞

社
等

が
連

携
し

て
、

大
手

就
職

情
報

サ
イ

ト
等

に
掲

載
が

で
き

な
い

よ
う

な
地

域
企

業
を

主
た

る
対

象
と

し
て

、
学

生
が

取
材

、
記

事
化

し
、

W
eb

と
冊

子
版

で
紹

介
す

る
取

り
組

み
を

進
め

て
お

り
、C

O
C+

の
主

管
校

と
し

て
参

画
し

て
い

る
。

成
果

・
効

果
▸

平
成

27
年

度
か

ら
延

べ
80

名
の

学
生

が
約

12
0

社
を

取
材

し
、

記
事

化
で

き
た

。
取

組
の

中
で

、
こ

れ
ま

で
注

目
し

て
い

な
か

っ
た

地
元

の
中

小
企

業
に

目
が

向
く

等
、

学
生

自
身

も
就

職
先

を
選

択
す

る
際

の
企

業
の

見
方

に
変

化
が

表
れ

て
い

る
こ

と
が

報
告

会
の

中
で

述
べ

ら
れ

て
い

る
等

、学
生

記
者

と
し

て
関

わ
っ

た
学

生
の

能
力

向
上

が
見

て
取

れ
る

。
▸

企
業

に
と

っ
て

も
学

生
の

目
に

触
れ

る
情

報
誌

に
掲

載
さ

れ
た

こ
と

、
ま

た
、

掲
載

地
元

企
業

の
中

で
採

用
者

が
出

始
め

て
い

る
。

要
望

が
実

現
す

れ
ば

、
実

施
可

能
と

な
る

取
組

や
地

方
創

生
の

成
果

▸
学

生
の

交
通

費
が

確
保

さ
れ

る
こ

と
に

よ
っ

て
、学

生
記

者
へ

の
参

加
率

が
高

ま
り

、
企

業
と

学
生

が
直

接
会

う
機

会
を

創
出

す
る

こ
と

が
出

来
る

。
▸

取
組

に
よ

っ
て

生
み

出
さ

れ
た

学
生

と
企

業
が

集
う

研
究

会
、説

明
会

及
び

交
流

会
等

の
開

催
費

用
が

支
援

さ
れ

れ
ば

、
企

業
と

の
研

究
会

、
説

明
会

及
び

交
流

会
等

を
定

期
的

に
開

催
す

る
こ

と
に

よ
り

、低
学

年
次

か
ら

地
元

企
業

を
は

じ
め

と
す

る
企

業
に

関
す

る
理

解
及

び
学

生
と

の
か

か
わ

り
度

合
い

を
高

め
る

こ
と

が
可

能
に

な
り

、
地

元
就

職
者

数
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

▸
研

究
会

等
で

感
じ

る
学

生
の

反
応

等
を

企
業

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

内
容

と
す

る
事

で
、

企
業

の
採

用
力

も
高

ま
る

こ
と

が
期

待
で

き
る

。

取
組

の
ポ

イ
ン

ト

P
o
i
n
t
1
.

学
生

目
線

で
企

業
を

紹
介

す
る

取
組

を
通

し
た

周
囲

の
学

生
へ

の
波

及
効

果
と

記
者

学
生

の
資

質
向

上

P
o
i
n
t
2
.

地
元

企
業

の
理

解
深

化
に

よ
る

地
元

就
職

者
数

の
増

加
と

地
元

企
業

の
採

用
力

の
向

上
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４
富

山
県

新
規

事
業

創
造

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

プ
ロ

グ
ラ

ム
―

早
稲

田
大

学
（

実
施

地
域

：
富

山
県

）

実
施

地
域

富
山

県
推

進
体

制
✔

全
学

体
制

□
学

部
・

学
科

□
ゼ

ミ
・

研
究

室
連

携
状

況
□

大
学

✔
企

業

✔
地

方
自

治
体

（
富

山
県

）

□
そ

の
他

取
組

の
分

野
✔

地
方

に
「

し
ご

と
」

を
つ

く
る

✔
地

方
へ

新
し

い
「

ひ
と

」
の

流
れ

を
つ

く
る

□
「

ま
ち

」
を

つ
く

る
、

地
域

と
地

域
を

連
携

す
る

活
用

し
た

国
・

地
方

自
治

体
の

支
援

▸
  

富
山

県
か

ら
の

負
担

金

取
組

の
内

容
▸

「
就

職
支

援
・

人
材

還
流

に
関

す
る

協
定

」（
20

18
年

1月
締

結
）

に
基

づ
き

、
富

山
県

と
早

稲
田

大
学

に
よ

る
「

新
規

事
業

創
造

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

プ
ロ

グ
ラ

ム
」を

20
18

年
夏

に
実

施
。「

地
域

創
生

」「
人

間
力

育
成

」「
新

し
い

手
法

」
の

3つ
の

キ
ー

ワ
ー

ド
に

着
目

し
、新

規
事

業
創

造
に

向
け

た
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

と
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

組
み

合
わ

せ
た

新
た

な
ス

タ
イ

ル
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

、
⽂

部
科

学
省

次
世

代
ア

ン
ト

レ
プ

レ
ナ

ー
育

成
事

業
（

ED
GE

-
NE

XT
）

で
展

開
し

た
。

▸
富

山
県

内
企

業
5

社
か

ら
選

抜
さ

れ
た

社
員

と
、

早
稲

田
大

学
学

生
15

名
が

チ
ー

ム
を

組
み

、
最

終
発

表
に

向
け

て
共

に
課

題
に

取
り

組
ん

だ
。

成
果

・
効

果
▸

学
生

、
企

業
社

員
が

数
人

で
チ

ー
ム

を
組

み
、

新
事

業
を

創
造

す
る

と
い

う
課

題
に

取
り

組
ん

だ
。

異
な

る
立

場
の

人
と

の
協

働
や

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
に

つ
い

て
、

参
加

者
全

員
の

学
び

を
促

し
人

間
力

育
成

に
つ

な
が

っ
た

。
▸

ア
イ

デ
ア

創
出

か
ら

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
の

検
証

ま
で

を
実

践
的

に
学

ぶ
こ

と
が

で
き

た
。

最
終

発
表

で
は

、
参

加
企

業
の

役
員

や
教

員
か

ら
鋭

い
指

摘
や

質
問

、
事

業
案

に
対

す
る

評
価

を
直

接
受

け
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
終

了
後

も
学

生
、

企
業

人
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
維

持
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

▸
富

山
県

・
参

加
企

業
は

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

内
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
通

じ
て

自
社

お
よ

び
富

山
県

の
魅

力
、富

山
県

で
働

く
モ

デ
ル

を
学

生
に

伝
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
参

加
学

生
に

Iタ
ー

ン
・

Jタ
ー

ン
就

職
先

及
び

起
業

の
拠

点
と

し
て

富
山

県
を

Ｐ
Ｒ

す
る

良
い

機
会

と
な

っ
た

。

要
望

が
実

現
す

れ
ば

、
実

施
可

能
と

な
る

取
組

や
地

方
創

生
の

成
果

▸
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
運

営
す

る
教

職
員

の
人

件
費

や
参

加
企

業
へ

の
支

援
金

の
支

援
が

実
現

す
れ

ば
、

新
た

な
コ

ン
テ

ン
ツ

を
積

極
的

に
模

索
す

る
こ

と
が

で
き

、
現

在
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

更
に

よ
り

良
い

も
の

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
富

山
県

内
企

業
の

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

参
加

へ
の

障
壁

が
低

く
な

り
、

当
該

企
業

の
本

学
学

生
へ

Ｐ
Ｒ

す
る

機
会

が
増

え
る

。
▸

参
加

学
生

が
全

員
参

加
で

き
る

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
か

か
る

交
通

費
、宿

泊
費

等
の

支
援

が
実

現
す

れ
ば

、
よ

り
多

く
の

学
生

が
地

方
を

体
験

で
き

、
ひ

い
て

は
将

来
的

に
学

生
が

地
方

に
根

付
く

き
っ

か
け

と
な

る
。

▸
ビ

ジ
ネ

ス
ア

イ
デ

ア
の

創
出

に
よ

り
注

力
で

き
、

地
域

に
お

け
る

新
規

事
業

創
造

が
促

進
さ

れ
る

。

取
組

の
ポ

イ
ン

ト

P
o
i
n
t
1
.

学
生

と
企

業
人

が
共

に
課

題
に

取
り

組
む

新
た

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
ス

タ
イ

ル

P
o
i
n
t
2
.

参
加

学
生

、
参

加
企

業
社

員
と

も
に

ア
イ

デ
ア

創
出

か
ら

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
の

検
証

ま
で

を
実

践
的

に
学

ぶ
貴

重
な

機
会

P
o
i
n
t
3
.

地
方

自
治

体
、

県
内

企
業

と
大

学
の

３
者

が
強

く
連

携
す

る
真

の
産

官
学

連
携
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５
農

山
村

集
落

と
の

交
流

型
定

住
に

よ
る

故
郷

づ
く

り
―

関
⻄

大
学

（
実

施
地

域
：

兵
庫

県
丹

波
市

）

実
施

地
域

兵
庫

県
丹

波
市

⻘
垣

町
推

進
体

制
✔

全
学

体
制

□
学

部
・

学
科

□
ゼ

ミ
・

研
究

室
連

携
状

況
□

大
学

□
企

業

✔
地

方
自

治
体

（
兵

庫
県

丹
波

市
）

□
そ

の
他

取
組

の
分

野
✔

地
方

に
「

し
ご

と
」

を
つ

く
る

✔
地

方
へ

新
し

い
「

ひ
と

」
の

流
れ

を
つ

く
る

✔
「

ま
ち

」
を

つ
く

る
、

地
域

と
地

域
を

連
携

す
る

活
用

し
た

国
・

地
方

自
治

体
の

支
援

▸
文

部
科

学
省

平
成

19
年

度
現

代
的

教
育

ニ
ー

ズ
取

組
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
現

代
Ｇ

Ｐ
）【

20
10

年
３

月
事

業
終

了
】

▸
兵

庫
県

丹
波

市
か

ら
の

助
成

金

取
組

の
内

容
▸

田
舎

の
原

風
景

を
数

多
く

残
す

兵
庫

県
丹

波
市

⻘
垣

町
に

お
い

て
、

20
07

年
よ

り
同

町
佐

治
の

空
き

家
を

活
用

し
、活

動
拠

点「
関

⻄
大

学
佐

治
ス

タ
ジ

オ
」

を
開

設
。

同
ス

タ
ジ

オ
を

拠
点

に
「

関
わ

り
続

け
る

と
い

う
定

住
の

カ
タ

チ
」

と「
21

世
紀

の
故

郷
づ

く
り

」
を

テ
ー

マ
に

、
大

学
が

空
き

家
リ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

や
滞

在
型

講
座

等
を

通
じ

て
地

域
に

滞
在

し
、

交
流

を
深

め
な

が
ら

農
山

村
集

落
の

地
域

再
生

に
実

践
的

に
取

り
組

む
。

成
果

・
効

果
▸

卒
業

生
が

家
族

や
子

供
を

連
れ

て
ス

タ
ジ

オ
を

訪
れ

る
等

、
新

し
い

定
住

の
カ

タ
チ

が
社

会
化

さ
れ

つ
つ

あ
る

。
▸

佐
治

ス
タ

ジ
オ

に
は

卒
業

生
が

研
究

員
と

し
て

在
籍

し
、

空
き

家
活

用
サ

ー
ク

ル
「

佐
治

倶
楽

部
」

を
立

ち
上

げ
、

３
軒

の
空

き
家

を
改

修
し

て
地

域
拠

点
化

を
図

る
等

、活
発

に
活

動
展

開
す

る
。

▸
卒

業
生

が
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

組
織「

一
般

社
団

法
人

カ
ン

デ
」を

立
ち

上
げ

、地
域

活
動

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
。

要
望

が
実

現
す

れ
ば

、
実

施
可

能
と

な
る

取
組

や
地

方
創

生
の

成
果

▸
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

人
件

費
、

交
通

費
、

保
険

料
等

が
支

援
さ

れ
れ

ば
、

活
動

拠
点

に
研

究
室

の
卒

業
生

が
定

住
し

、
か

つ
継

続
活

動
さ

せ
る

と
と

も
に

、
後

継
者

を
育

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

▸
ま

た
、

学
生

の
交

通
費

(現
地

へ
の

往
復

等
)、

滞
在

費
、

保
険

料
等

の
支

援
が

実
現

す
れ

ば
、

よ
り

多
く

の
学

生
が

訪
問

す
る

こ
と

に
よ

り
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

や
定

住
者

の
増

加
、さ

ら
に

空
き

家
を

活
用

し
た

新
た

な
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

ジ
ネ

ス
の

創
出

・
実

践
と

活
動

の
自

立
的

持
続

化
に

つ
な

が
る

。

取
組

の
ポ

イ
ン

ト

P
o
i
n
t
1
.

定
住

人
口

の
減

少
、

地
域

内
外

と
の

交
流

機
会

の
減

少
等

に
よ

り
生

じ
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

弱
体

化
の

解
消

P
o
i
n
t
2
.

若
い

世
代

の
都

市
部

へ
の

流
出

を
抑

止
し

、
地

域
に

残
る

も
し

く
は

関
わ

り
続

け
る

仕
組

づ
く

り

P
o
i
n
t
3
.

地
域

が
主

体
と

な
っ

て
空

き
家

等
、

地
域

の
課

題
に

取
り

組
む

仕
組

づ
く

り
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６
地

域
の

課
題

を
解

決
す

る
「

つ
な

が
り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
―

園
田

学
園

女
子

大
学

（
実

施
地

域
：

兵
庫

県
尼

崎
市

を
中

心
と

す
る

阪
神

間
及

び
兵

庫
県

但
馬

地
域

）

実
施

地
域

兵
庫

県
尼

崎
市

を
中

心
と

す
る

阪
神

間

及
び

兵
庫

県
但

馬
地

域
推

進
体

制
✔

全
学

体
制

□
学

部
・

学
科

□
ゼ

ミ
・

研
究

室
連

携
状

況
✔

大
学

（
神

⼾
大

学
、

十
文

字
学

園
女

子

大
学

）

□
企

業

✔
地

方
自

治
体

（
兵

庫
県

、
尼

崎
市

）

✔
そ

の
他

（
尼

崎
商

工
会

議
）

取
組

の
分

野
□

地
方

に
「

し
ご

と
」

を
つ

く
る

□
地

方
へ

新
し

い
「

ひ
と

」
の

流
れ

を
つ

く
る

✔
「

ま
ち

」
を

つ
く

る
、

地
域

と
地

域
を

連
携

す
る

活
用

し
た

国
・

地
方

自
治

体
の

支
援

▸
文

部
科

学
省

「
地

（
知

）
の

拠
点

大
学

に

よ
る

地
方

創
生

推
進

事
業

（
CO

C+
）」

▸
兵

庫
県

「
大

学
等

と
の

連
携

に
よ

る
地

域

創
生

拠
点

事
業

」

取
組

の
内

容
▸

地
域

課
題

に
即

し
た

テ
ー

マ
に

つ
い

て
課

題
解

決
に

向
け

て
の

企
画

、
提

言
を

行
う

CB
L（

Co
m

m
un

ity
 B

as
ed

 L
ea

rn
in

g）
型

の
演

習
科

目
と

し
て

、「
つ

な
が

り
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

を
実

施
。

▸
４

つ
の

テ
ー

マ
に

つ
い

て
学

部
学

科
の

学
問

領
域

を
横

断
し

て
各

地
域

の
行

政
や

Ｎ
Ｐ

Ｏ
、

自
治

会
等

と
連

携
し

、
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
で

現
状

を
知

っ
た

う
え

で
、

課
題

の
再

確
認

と
解

決
に

向
け

た
提

言
を

お
こ

な
っ

て
い

る
。

成
果

・
効

果
▸

人
と

人
と

の
つ

な
が

り
が

多
様（

学
生

・
市

⺠
、市

⺠
・

市
⺠

、N
PO

・
NP

O
、

学
生

・
NP

O
）

と
な

り
、

課
題

の
発

見
か

ら
解

決
策

ま
で

皆
で

検
討

し
、

地
域

の
活

性
化

へ
つ

な
げ

る
活

動
に

発
展

し
て

い
る

。
▸

学
生

だ
け

で
は

な
く

市
⺠

も
参

画
す

る
こ

と
で

、
課

題
解

決
に

向
け

個
々

の
専

門
性

に
よ

る
ア

プ
ロ

ー
チ

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
そ

の
結

果
、

地
域

で
活

躍
す

る
地

域
人

材
が

育
成

さ
れ

つ
つ

あ
る

。
▸

活
動

の
活

性
化

に
伴

い
、さ

ま
ざ

ま
な

特
性

を
も

っ
た

人
々

に
よ

る
集

合
体

が
形

成
さ

れ
、か

つ
そ

の
特

性
を

生
か

し
た

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
。

要
望

が
実

現
す

れ
ば

、
実

施
可

能
と

な
る

取
組

や
地

方
創

生
の

成
果

▸
現

地
で

の
交

流
拠

点
の

賃
借

料
の

支
援

が
あ

れ
ば

、大
学

が
地

域
の

知
の

拠
点

と
な

り
、

ま
ち

の
支

援
員

養
成

講
座

を
積

極
的

に
開

設
し

、
大

学
の

知
を

地
域

に
開

く
こ

と
に

よ
っ

て
、市

⺠
と

と
も

に
ま

ち
の

活
性

化
を

目
指

す
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

▸
学

生
の

交
通

費
(現

地
へ

の
往

復
等

)、
滞

在
費

、
保

険
料

等
の

支
援

が
実

現
す

れ
ば

、
学

生
の

行
動

範
囲

や
参

画
人

数
を

拡
大

し
、

良
質

な
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
展

開
す

る
こ

と
に

よ
り

、地
域

社
会

へ
の

大
学

の
貢

献
度

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
る

。

取
組

の
ポ

イ
ン

ト

P
o
i
n
t
1
.

学
部

学
科

横
断

型
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
り

、
学

問
分

野
の

異
な

る
複

眼
的

な
ア

プ
ロ

ー
チ

か
ら

の
課

題
解

決

P
o
i
n
t
2
.

多
様

な
人

材
や

集
合

体
が

大
学

や
学

生
を

介
在

し
て

つ
な

が
り

を
持

ち
、

積
極

的
な

ま
ち

づ
く

り
を

形
成

31



７
小

中
学

生
の

国
際

理
解

教
育

の
柱

と
し

て
国

際
学

生
が

活
躍

―
立

命
館

ア
ジ

ア
太

平
洋

大
学

（
実

施
地

域
：

大
分

県
佐

伯
市

）

実
施

地
域

大
分

県
佐

伯
市

推
進

体
制

✔
全

学
体

制

□
学

部
・

学
科

□
ゼ

ミ
・

研
究

室
連

携
状

況
□

大
学

□
企

業

✔
地

方
自

治
体

（
大

分
県

佐
伯

市
）

□
そ

の
他

取
組

の
分

野
□

地
方

に
「

し
ご

と
」

を
つ

く
る

□
地

方
へ

新
し

い
「

ひ
と

」
の

流
れ

を
つ

く
る

✔
「

ま
ち

」
を

つ
く

る
、

地
域

と
地

域
を

連
携

す
る

活
用

し
た

国
・

地
方

自
治

体
の

支
援

▸
  

佐
伯

市
教

育
委

員
会

予
算

取
組

の
内

容
▸

人
口

に
占

め
る

留
学

生
の

割
合

が
全

国
第

２
位

の
大

分
県

は
、

多
⽂

化
・

習
慣

を
理

解
し

、
国

際
的

な
視

野
に

立
ち

自
他

の
考

え
を

言
葉

で
伝

え
あ

う
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
必

要
と

さ
れ

て
い

る
。

▸
平

成
18

年
か

ら
佐

伯
市

の
小

中
学

校
に

「
佐

伯
市

国
際

交
流

支
援

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

」と
し

て
、国

際
学

生
を

派
遣

し
、

年
間

５
〜

10
回

程
度

、言
語

活
動

や
英

語
教

育
の

サ
ポ

ー
ト

を
行

う
こ

と
で

、
国

際
理

解
教

育
の

一
端

を
担

っ
て

い
る

。

成
果

・
効

果
▸

小
学

校
・

中
学

校
に

お
け

る
「

総
合

的
な

学
習

の
時

間
」

や
「

外
国

語
活

動
・

外
国

語
科

」に
協

力
し

、地
域

の
教

育
の

国
際

化
と

国
際

的
視

野
に

立
つ

児
童

・
生

徒
の

育
成

に
貢

献
し

て
い

る
。

▸
市

の
「

教
育

の
国

際
化

」
の

一
翼

と
し

て
機

能
を

し
て

お
り

、
今

後
の

ま
ち

づ
く

り
等

将
来

を
見

据
え

た
際

に
必

要
と

思
わ

れ
る

、国
際

感
覚・

実
践

的
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
持

つ
人

材
の

育
成

へ
の

貢
献

度
が

高
い

。

要
望

が
実

現
す

れ
ば

、
実

施
可

能
と

な
る

取
組

や
地

方
創

生
の

成
果

▸
学

生
の

交
通

費
（

特
急

料
金

）
や

謝
金

の
費

用
が

支
援

さ
れ

れ
ば

、
参

加
希

望
学

生
の

増
加

が
期

待
さ

れ
、よ

り
多

く
の

小
中

学
校

の
希

望
に

応
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

▸
学

生
の

参
加

率
向

上
に

よ
り

、「
第

2
期

佐
伯

市
⻑

期
総

合
教

育
計

画
」

に
あ

る
市

内
小

中
学

校
へ

の
AP

U
派

遣
学

生
増

に
繋

が
り

、
市

の
目

標
の

達
成

の
一

助
と

な
り

え
る

。

取
組

の
ポ

イ
ン

ト

P
o
i
n
t
1
.

国
際

学
生

が
地

域
の

教
育

の
国

際
化

と
国

際
的

視
野

に
立

つ
児

童
・

生
徒

の
育

成
へ

の
貢

献

P
o
i
n
t
2
.

継
続

的
な

取
組

実
施

に
よ

る
、

⾏
政

、
地

元
住

⺠
と

の
交

流
強

化

P
o
i
n
t
3
.

国
際

学
生

の
日

本
文

化
・

習
慣

の
理

解
促

進
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８
全

国
共

通
の

地
域

課
題

解
決

に
向

け
た

取
り

組
み

To
-C

ol
la

bo
プ

ロ
グ

ラ
ム

―
東

海
大

学
（

実
施

地
域

：
北

海
道

、
東

京
都

、
神

奈
川

県
、

静
岡

県
、

熊
本

県
）

実
施

地
域

北
海

道
札

幌
市

、
東

京
都

港
区

・
渋

谷
区

、

神
奈

川
県

平
塚

市
・

秦
野

市
・

伊
勢

原
市

・

大
磯

町
、

静
岡

県
静

岡
市

、
熊

本
県

・
南

阿

蘇
村

推
進

体
制

✔
全

学
体

制

□
学

部
・

学
科

□
ゼ

ミ
・

研
究

室
連

携
状

況
□

大
学

□
企

業

✔
地

方
自

治
体

（
上

記
全

実
施

地
域

）

□
そ

の
他

取
組

の
分

野
□

地
方

に
「

し
ご

と
」

を
つ

く
る

✔
地

方
へ

新
し

い
「

ひ
と

」
の

流
れ

を
つ

く
る

✔
「

ま
ち

」
を

つ
く

る
、

地
域

と
地

域
を

連
携

す
る

活
用

し
た

国
・

地
方

自
治

体
の

支
援

▸
 文

部
科

学
省

「
地

（
知

）
の

拠
点

大
学

に

よ
る

地
方

創
生

推
進

事
業

（
CO

C+
）」

▸
上

記
の

自
治

体
と

の
包

括
協

定
に

よ
る

支
援

（
人

、
金

、
場

所
等

）

取
組

の
内

容
▸

日
本

の
自

治
体

等
が

共
通

に
抱

え
る

課
題

に
対

し
て

、
東

海
大

学
の

８
キ

ャ
ン

パ
ス

と
関

係
す

る
自

治
体

が
協

同
し

て
解

決
策

を
作

る
た

め
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

、
４

計
画

８
事

業
の

取
組

を
行

う
。自

治
体

・
自

治
会

・
地

域
住

⺠
の

方
々

と
共

に
育

て
取

り
組

む
事

業
と

し
て

全
学

的
に

推
進

し
て

い
る

。

成
果

・
効

果
▸

大
学

の
持

つ
知

識
や

技
術

等
を

活
用

す
る

こ
と

で
、

防
災

や
健

康
意

識
の

向
上

、
環

境
保

全
へ

の
多

世
代

へ
の

教
育

事
業

等
、

地
域

と
交

流
を

図
る

基
礎

が
形

作
ら

れ
、年

度
を

追
う

ご
と

に
成

果
が

上
が

り
、継

続
が

期
待

さ
れ

て
い

る
。

▸
特

産
品

の
付

加
価

値
を

高
め

、
全

国
区

に
商

品
PR

を
拡

げ
る

、
新

た
な

取
組

へ
と

発
展

に
つ

な
が

る
、

等
地

域
ブ

ラ
ン

ド
の

創
造

・
向

上
に

つ
な

が
っ

た
。

▸
広

域
的

に
市

町
村

を
つ

な
ぐ

こ
と

で
、

地
域

特
性

を
最

大
限

に
活

か
す

地
域

観
光

の
振

興
が

自
治

体
と

一
体

と
な

っ
て

推
進

で
き

る
環

境
整

備
が

図
ら

れ
た

。
▸

教
職

員
・

学
生

と
地

域
住

⺠
と

が
直

接
交

流
・

議
論

す
る

こ
と

で
、

地
域

・
⾏

政
・

大
学

三
者

の
交

流
を

深
め

、
さ

ら
に

、
学

生
に

と
っ

て
は

、
改

め
て

専
門

分
野

の
課

題
を

考
え

る
き

っ
か

け
と

な
り

、
教

育
面

で
も

意
義

が
大

き
い

。

要
望

が
実

現
す

れ
ば

、
実

施
可

能
と

な
る

取
組

や
地

方
創

生
の

成
果

▸
学

生
の

交
通

費
イ

ベ
ン

ト
開

催
に

お
け

る
保

険
料

等
の

支
援

が
実

現
す

れ
ば

、
学

生
の

参
加

率
が

高
ま

り
、

地
元

の
住

⺠
、

企
業

と
の

交
流

が
促

進
さ

れ
る

。
▸

４
計

画
８

事
業

の
多

様
な

イ
ベ

ン
ト

が
開

催
可

能
と

な
り

、
大

学
の

「
地

」
を

地
域

に
還

元
で

き
る

。

取
組

の
ポ

イ
ン

ト

P
o
i
n
t
1
.

全
国

８
キ

ャ
ン

パ
ス

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

利
用

し
た

全
国

自
治

体
の

共
通

課
題

の
地

方
自

治
体

と
の

共
同

に
よ

る
解

決

P
o
i
n
t
2
.

学
生

の
シ

テ
ィ

ズ
ン

シ
ッ

プ
醸

成
を

目
的

と
し

た
パ

ブ
リ

ッ
ク

・
ア

チ
ー

ブ
メ

ン
ト

型
教

育
を

推
進

P
o
i
n
t
3
.

大
学

の
持

つ
知

・
人

・
力

を
結

集
し

た
地

域
の

課
題

解
決

の
推

進
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1 
 

「
内

閣
府

の
地

方
創

生
関

連
予

算
の

申
請

（
交

付
）

状
況

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
」

集
計

結
果

 

回
答

数：
88

大
学

/1
24

大
学（

71
.0

％
） 

実
 

施
：

平
成

30
年

８
⽉

〜
９

⽉
 

 
Ⅰ

．
内

閣
府

「
地

方
大

学
・

地
域

産
業

創
生

事
業

」
に

つ
い

て
（

平
成

30
年

度
予

算
：

10
0

億
円

）
 

 【
Ｑ

１
．

平
成

30
年

度
の

申
請

状
況

】
 

           以
下

、
Q2

は
「

申
請

し
た

」
３

大
学

の
回

答
 

【
Ｑ

２
．

工
夫

し
た

点
、

苦
労

し
た

点
等

、
制

度
や

手
続

き
へ

の
改

善
要

望
】

 
・

県
内

の
調

整
に

苦
労

し
た

。
 

 以
下

、
Q3

・
Q4

は
「

申
請

し
な

か
っ

た
」

85
大

学
の

回
答

 
【

Q３
．

申
請

し
な

か
っ

た
理

由
】

 
              

4
53

31
3

12
0

7
4

1
15

7

0
10

20
30

40
50

60

a.事
業

に
つ

い
て

知
ら

な
か

っ
た

b-
1.該

当
す

る
取

組
を

実
施

し
て

い
な

い

b-
2. 

交
付

金
を

申
請

す
る

準
備

態
勢

が
不

十
分

b-
3.そ

の
他

c-
1.地

方
自

治
体

か
ら

情
報

が
得

ら
れ

な
い

c-
2.地

方
自

治
体

か
ら

連
携

を
断

ら
れ

た

c-
3.そ

の
他

d-
1.交

付
金

の
規

模
が

大
き

す
ぎ

る

d-
2.交

付
金

の
規

模
が

小
さ

す
ぎ

る

d-
3.対

象
と

な
る

取
組

が
絞

ら
れ

て
い

る

d-
4.申

請
手

続
き

が
複

雑
も

し
く

は
煩

雑
す

ぎ
る

申
請

し
な

か
っ

た

85
(9

7%
)

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%
60

%
70

%
80

%
90

%
10

0%

申
請

し
た

 
3(

3%
) 

（
複

数
選

択
）

 
※

項
目

名
の

記
号

は
、

以
下

の
区

分
を

示
す

。
 

b：
大

学
（

自
大

学
）

に
関

す
る

理
由

 
c：

地
方

自
治

体
に

関
す

る
理

由
 

d：
制

度
に

関
す

る
理

由
 

2 
 「

b-
3．

そ
の

他
〔

大
学

（
自

大
学

）
に

関
す

る
理

由
〕」

の
具

体
的

内
容

 
・

募
集

か
ら

申
請

ま
で

の
日

程
が

タ
イ

ト
。

 
・

大
学

、
自

治
体

間
が

相
互

に
申

請
に

向
け

た
検

討
は

行
っ

た
が

、
対

象
と

な
る

取
組

が
限

定
さ

れ
る

中
で

具
体

的
な

申
請

内
容

を
確

定
す

る
た

め
の

時
間

が
足

り
な

か
っ

た
た

め
。

 
・

申
請

主
体

で
あ

る
自

治
体

へ
、

大
学

か
ら

連
携

・
申

請
の

働
き

か
け

を
で

き
て

い
な

い
、

専
門

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

配
置

等
の

体
制

作
り

が
で

き
て

い
な

い
。

 
 「

c-
3．

そ
の

他
〔

地
方

自
治

体
に

関
す

る
理

由
〕」

の
具

体
的

内
容

 
・

該
当

す
る

取
組

を
実

施
し

て
い

な
い

た
め

、
自

治
体

と
連

携
す

る
に

至
っ

て
い

な
い

。
 

・
地

方
自

治
体

は
、

地
域

の
公

立
・

国
立

大
学

と
の

連
携

を
優

先
す

る
傾

向
が

あ
る

。
 

・
連

携
し

て
い

る
地

方
自

治
体

は
あ

る
が

、
情

報
提

供
、

打
診

等
が

な
か

っ
た

。
 

・
自

治
体

か
ら

の
ア

プ
ロ

ー
チ

も
な

く
、

大
学

が
主

体
的

に
進

め
な

い
と

、
連

携
が

難
し

い
。

 
・

地
方

自
治

体
と

取
り

組
み

に
関

す
る

協
議

ま
で

発
展

し
な

か
っ

た
。

 
・

補
助

金
の

負
担

割
合

、
終

了
後

自
走

体
制

な
ど

合
意

に
至

ら
な

か
っ

た
た

め
。

 
・

大
学

、
自

治
体

間
が

相
互

に
申

請
に

向
け

た
検

討
は

行
っ

た
が

、
対

象
と

な
る

取
組

が
限

定
さ

れ
る

中
で

具
体

的
な

申
請

内
容

を
確

定
す

る
た

め
の

時
間

が
足

り
な

か
っ

た
た

め
。

ま
た

補
助

対
象

以
外

の
自

治
体

経
費

負
担

が
生

じ
な

い
よ

う
に

、
既

に
自

治
体

の
平

成
30

年
度

予
算

計
画

に
算

入
さ

れ
て

い
る

事
業

の
中

で
検

討
を

行
っ

た
が

、
申

請
要

件
に

沿
っ

た
取

組
内

容
を

絞
り

込
む

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
た

め
。

 
 【

Q４
．

制
度

や
手

続
き

へ
の

改
善

要
望

】
 

情
報

提
供

と
周

知
に

お
け

る
課

題
 

・
文

部
科

学
省

の
動

き
は

把
握

で
き

る
よ

う
努

め
て

い
る

が
、

他
省

庁
の

動
き

は
チ

ェ
ッ

ク
し

き
れ

て
い

な
い

こ
と

が
現

状
で

あ
る

。
私

大
連

に
お

い
て

、
今

ま
で

以
上

に
定

期
的

に
各

大
学

へ
情

報
提

供
し

て
も

ら
い

た
い

。
 

・
地

方
創

生
関

連
の

補
助

制
度

に
つ

い
て

情
報

を
ま

っ
た

く
得

て
い

な
か

っ
た

。
ア

ン
テ

ナ
を

高
く

張
っ

て
お

く
必

要
も

あ
る

と
思

う
が

、
所

轄
官

庁
（

文
科

省
）

以
外

の
補

助
制

度
ま

で
の

情
報

収
集

は
、

現
実

的
に

な
か

な
か

難
し

い
。

文
科

省
か

ら
の

周
知

が
あ

る
と

有
難

い
。

 
・

今
後

は
制

度
に

関
す

る
詳

細
に

つ
い

て
、

説
明

会
の

開
催

を
要

望
す

る
。

 
・

地
方

自
治

体
と

大
学

と
の

連
携

が
前

提
と

な
る

の
で

あ
れ

ば
、

地
方

自
治

体
に

通
知

し
て

い
る

内
容

を
、

文
部

科
学

省
を

通
じ

て
、

大
学

側
に

も
発

信
し

て
欲

し
い

。
 

・
当

該
補

助
金

に
つ

い
て

は
、

自
治

体
の

次
年

度
予

算
計

画
に

も
関

連
す

る
た

め
、

次
年

度
の

公
募

内
容

の
詳

細
に

つ
い

て
早

め
の

周
知

を
お

願
い

し
た

い
。

 
 大

学
・

地
方

自
治

体
・

企
業

と
の

連
携

に
お

け
る

課
題

 
・

大
学

、
自

治
体

や
産

業
界

等
と

連
携

を
結

ん
で

、
様

々
な

取
組

を
行

っ
て

い
る

が
、

補
助

金
の

制
度

に
沿

っ
て

連
携

の
在

り
方

を
変

化
さ

せ
な

い
と

申
請

要
件

を
満

た
さ

な
い

た
め

、
連

携
機

関
と

の
調

整
に

か
な

り
時

間
が

か
か

り
、

補
助

制
度

に
よ

っ
て

、
様

々
な

連
携

を
し

て
い

る
の

で
交

通
整

理
が

必
要

で
あ

る
。

 
・

地
方

自
治

体
が

申
請

主
体

と
な

り
，

一
定

割
合

額
の

自
治

体
負

担
が

必
要

と
な

る
た

め
，

自
治

体
・

産
業

界
・

他
大

学
と

の
調

整
が

大
変

難
し

い
。

 
・

行
政

と
大

学
が

同
じ

目
標

設
定

を
し

た
と

き
、

KP
Iの

設
定

、
数

値
目

標
の

考
え

方
・

設
定

の
刷

り
合

わ
せ

に
困

難
が

あ
る

。
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3 
 補

助
の

対
象

と
な

る
取

組
や

事
業

規
模

に
お

け
る

課
題

 
・

高
度

な
研

究
等

に
限

ら
ず

、
一

般
の

教
育

・
研

究
活

動
に

関
す

る
自

治
体

と
連

携
し

た
取

組
み

や
施

設
等

に
つ

い
て

も
幅

広
く

補
助

対
象

と
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

 
・

地
方

大
学

の
振

興
が

目
的

と
な

っ
て

お
り

、
首

都
圏

に
あ

る
大

学
の

地
方

自
治

体
と

の
個

別
の

地
方

創
生

の
取

組
が

対
象

外
と

な
っ

て
い

る
。

指
定

事
業

に
限

定
せ

ず
、

首
都

圏
の

大
学

が
地

方
に

必
要

と
さ

れ
、

実
際

に
直

接
連

携
す

る
取

組
に

つ
い

て
も

対
象

と
な

る
よ

う
な

制
度

が
あ

っ
て

も
よ

い
。

 
・

事
業

規
模

が
大

き
す

ぎ
、

小
・

中
規

模
の

大
学

に
は

獲
得

が
難

し
い

。
 

 そ
の

他
 

・
申

請
期

間
を

⻑
く

設
定

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
県

に
よ

っ
て

大
学

側
の

予
算

執
行

に
つ

い
て

自
由

度
が

違
う

よ
う

に
思

わ
れ

る
。

 
・

地
域

産
業

創
生

事
業

と
地

方
創

生
推

進
交

付
金

は
異

な
っ

た
目

的
、

目
標

を
持

っ
て

い
る

と
考

え
て

い
る

。
地

方
創

生
推

進
交

付
金

と
の

併
用

も
検

討
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

 
・

地
方

自
治

体
が

主
導

し
て

産
業

振
興

を
目

指
す

こ
と

に
な

っ
て

い
る

が
、

将
来

自
走

に
向

け
た

プ
ラ

ン
と

な
る

と
各

方
面

で
ブ

レ
ー

キ
が

か
か

っ
て

い
る

よ
う

に
思

え
る

。
自

走
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

施
策

も
含

め
た

提
案

を
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

 
・

地
方

公
共

団
体

主
体

で
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

を
設

置
す

る
以

上
、

大
学

が
積

極
的

に
関

与
す

る
こ

と
は

難
し

い
と

感
じ

ら
れ

る
。

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
が

大
学

の
参

入
を

妨
げ

る
心

理
的

障
壁

と
な

っ
て

い
る

と
感

じ
る

。
こ

の
制

度
の

ま
ま

で
あ

れ
ば

、
大

学
に

推
進

を
呼

び
か

け
る

の
で

は
な

く
、

地
方

公
共

団
体

へ
の

呼
び

か
け

を
強

化
す

べ
き

で
あ

る
。

 
 

 

4 
 Ⅱ

．
内

閣
府

「
地

方
と

東
京

圏
の

大
学

対
流

促
進

事
業

」
に

つ
い

て
（

平
成

30
年

度
予

算
：

3.3
億

円
）

 
 

 
 以

下
、

Q6
は

「
申

請
し

た
」

４
大

学
の

回
答

 
【

Ｑ
６

．
工

夫
し

た
点

、
苦

労
し

た
点

等
、

制
度

や
手

続
き

へ
の

改
善

要
望

】
 

工
夫

し
た

点
 

・
こ

れ
ま

で
連

携
先

と
進

め
て

き
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

型
協

働
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

実
践

・
発

展
さ

せ
る

場
と

し
て

、
地

方
と

東
京

圏
の

大
学

対
流

促
進

事
業

を
活

用
で

き
る

よ
う

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

構
想

を
提

案
、

応
募

し
た

。
 

・
こ

れ
ま

で
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

単
位

と
し

て
2

単
位

認
定

に
適

合
さ

せ
て

き
て

お
り

、
応

募
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
い

て
も

同
様

と
し

た
。

た
だ

し
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
単

位
化

を
図

る
に

は
、

学
内

で
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
か

か
わ

る
部

署
と

の
調

整
が

必
要

で
あ

り
、

時
間

を
要

す
る

。
PB

L
の

単
位

化
で

あ
る

と
し

て
も

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

加
え

る
に

は
、

大
学

内
及

び
協

働
大

学
と

の
調

整
に

時
間

を
要

す
る

。
 

 苦
労

し
た

点
 

・
第

1
回

目
の

募
集

に
は

、
応

募
ま

で
の

期
間

が
短

く
応

募
で

き
な

か
っ

た
。

第
2

回
目

の
募

集
に

関
し

て
も

告
知

か
ら

応
募

ま
で

の
期

間
が

短
く

、
時

期
的

に
学

期
末

と
い

う
こ

と
も

あ
り

、
協

働
大

学
と

の
今

後
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

計
画

の
打

ち
合

わ
せ

の
た

め
の

時
間

を
取

る
の

に
苦

労
し

た
。

 
・

苦
労

し
た

点
は

、
私

大
連

の
「

国
の

補
助

金
に

関
す

る
説

明
会

」
等

で
事

前
に

情
報

は
も

ら
え

て
い

た
も

の
の

、
公

募
が

開
始

さ
れ

詳
細

な
要

件
が

明
ら

か
に

な
っ

て
か

ら
提

出
ま

で
の

期
間

が
短

か
っ

た
こ

と
。

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

組
成

に
あ

る
程

度
の

準
備

期
間

を
設

け
た

方
が

、
質

の
向

上
に

繋
が

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

る
。

 
 制

度
や

手
続

き
へ

の
改

善
等

要
望

 
・

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

は
、

中
・

⻑
期

的
視

野
で

検
討

す
べ

き
で

あ
り

、
そ

れ
に

基
づ

い
て

、
応

募
が

で
き

る
よ

う
に

な
れ

ば
有

り
難

い
。

 
・

地
方

の
大

学
と

協
働

し
て

、
東

京
圏

の
大

学
が

こ
の

よ
う

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
コ

ミ
ッ

ト
し

て
い

く
こ

と
は

、
相

互
の

学
生

の
交

流
と

異
な

る
状

況
や

視
点

の
理

解
に

つ
な

が
り

、
継

続
的

な
募

集
を

希
望

す
る

。
 

・
申

請
可

能
大

学
の

収
容

定
員

充
足

率
に

か
か

る
縛

り
か

ら
、

地
方

に
お

い
て

活
動

的
な

大
学

、
協

力
的

な
大

学
と

の
連

携
に

よ
る

実
施

が
で

き
な

か
っ

た
の

は
残

念
だ

っ
た

。
大

学
生

の
対

流
そ

の
も

の
に

最
も

経
費

が

申
請

し
な

か
っ

た

84
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5 
 

か
か

る
の

は
拠

点
間

の
移

動
お

よ
び

滞
在

で
あ

り
、

こ
こ

に
か

か
る

経
費

を
軽

減
で

き
る

も
の

だ
と

活
用

し
や

す
い

の
だ

が
、

総
じ

て
、

最
も

恩
恵

を
受

け
る

べ
き

利
用

者
（

学
生

）
に

と
っ

て
利

便
性

の
低

い
も

の
に

な
っ

て
し

ま
っ

て
い

る
の

は
残

念
だ

っ
た

。
 

・
申

請
書

作
成

に
必

要
な

情
報

が
公

募
要

領
に

十
分

に
記

載
さ

れ
て

い
な

い
と

思
わ

れ
る

こ
と

が
あ

っ
た

。
特

に
経

費
の

取
り

扱
い

に
つ

い
て

は
，

事
前

に
必

要
な

情
報

を
記

載
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

 
 以

下
、

Q7
・

Q8
は

「
申

請
し

な
か

っ
た

」
84

大
学

の
回

答
 

【
Q7

．
申

請
し

な
か

っ
た

理
由

】
 

 
 「

b-
3．

そ
の

他
〔

大
学

（
自

大
学

）
に

関
す

る
理

由
〕」

の
具

体
的

内
容

 
・

連
携

先
と

の
申

請
に

向
け

て
両

大
学

相
互

に
前

向
き

な
検

討
を

行
っ

た
が

、
単

位
互

換
や

⻑
期

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

、
申

請
に

必
要

な
要

件
を

満
た

す
た

め
の

具
体

的
な

連
携

内
容

を
構

築
す

る
た

め
に

は
、

時
間

が
足

り
な

か
っ

た
た

め
。

 
・

研
究

所
は

学
生

が
所

属
す

る
組

織
で

な
い

た
め

。
 

 「
c-

4．
そ

の
他

〔
地

方
自

治
体

に
関

す
る

理
由

〕」
の

具
体

的
内

容
 

・
学

内
で

の
検

討
に

至
っ

て
い

な
い

 
・

該
当

す
る

取
組

を
実

施
し

て
い

な
い

た
め

、
連

携
先

の
大

学
を

探
す

に
至

っ
て

い
な

い
。

 
・

連
携

先
と

の
申

請
に

向
け

て
両

大
学

相
互

に
前

向
き

な
検

討
を

行
っ

た
が

、
単

位
互

換
や

⻑
期

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

、
申

請
に

必
要

な
要

件
を

満
た

す
た

め
の

具
体

的
な

連
携

内
容

を
構

築
す

る
た

め
に

は
、

時
間

が
足

り
な

か
っ

た
た

め
。

 
 【

Q８
．

制
度

や
手

続
き

へ
の

改
善

要
望

】
 

情
報

提
供

と
周

知
に

お
け

る
課

題
 

・
今

後
は

制
度

に
関

す
る

詳
細

に
つ

い
て

、
説

明
会

の
開

催
を

要
望

す
る

。
 

8
53

24
2

11
6

1
3

1 1
21

5

0
10

20
30

40
50

60

a.事
業

に
つ

い
て

そ
も

そ
も

知
ら

な
か

っ
た

b-
1.該

当
す

る
取

組
を

実
施

し
て

い
な

い
b-

2. 
交

付
金

を
申

請
す

る
準

備
態

勢
が

不
十

分
b-

3.そ
の

他
c-

1.連
携

す
る

大
学

が
み

つ
か

ら
な

か
っ

た
c-

2.連
携

先
と

調
整

が
つ

か
な

か
っ

た
c-

3.連
携

先
の

大
学

か
ら

連
携

を
断

ら
れ

た
c-

4.そ
の

他
d-

1.交
付

金
の

規
模

が
大

き
す

ぎ
る

d-
2.交

付
金

の
規

模
が

小
さ

す
ぎ

る
d-

3.対
象

と
な

る
取

組
が

絞
ら

れ
て

い
る

d-
4.申

請
手

続
き

が
複

雑
も

し
く

は
煩

雑
す

ぎ
る

（
複

数
選

択
）

 
※

項
目

名
の

記
号

は
、

以
下

の
区

分
を

示
す

。
 

b：
大

学
（

自
大

学
）

に
関

す
る

理
由

 
c：

連
携

先
の

大
学

に
関

す
る

理
由

 
d：

制
度

に
関

す
る

理
由

 

6 
 大

学
・

地
方

自
治

体
・

企
業

と
の

連
携

に
お

け
る

課
題

 
・

地
方

大
学

に
お

い
て

は
東

京
圏

の
大

学
と

の
交

流
を

前
提

に
事

業
設

計
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

が
、

学
生

の
受

け
入

れ
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
調

整
な

ど
、

具
体

的
に

双
方

の
体

制
を

整
え

る
の

に
時

間
が

か
か

る
。

 
・

教
員

個
々

の
レ

ベ
ル

で
は

東
京

圏
の

大
学

教
員

に
コ

ネ
ク

シ
ョ

ン
を

持
つ

が
、

大
学

間
の

連
携

と
な

る
と

平
素

か
ら

の
深

い
交

流
が

な
い

と
相

談
に

入
り

に
く

い
。

大
学

間
を

仲
介

す
る

第
三

者
（

行
政

等
）

の
協

力
・

支
援

が
必

要
。

 
・

地
方

自
治

体
と

の
連

携
が

必
須

に
な

っ
て

い
る

が
、

現
に

連
携

し
て

い
る

自
治

体
と

の
事

業
の

拡
充

に
対

し
て

も
助

成
し

て
も

ら
い

た
い

。
 

・
地

方
公

共
団

体
や

産
業

界
等

の
協

力
を

必
須

と
し

て
い

る
の

で
、

事
業

ス
キ

ー
ム

が
複

雑
に

な
り

、
事

業
構

築
の

難
易

度
が

高
い

。
 

 補
助

の
対

象
と

な
る

取
組

や
事

業
規

模
に

お
け

る
課

題
 

・
学

生
の

旅
費

に
充

当
で

き
な

い
点

を
改

善
願

い
た

い
。

 
・

取
組

の
う

ち
、

学
生

に
直

接
関

わ
る

経
費

（
旅

費
等

）
が

対
象

外
と

な
っ

て
い

た
た

め
、

四
国

と
東

京
圏

で
の

対
流

促
進

事
業

を
行

う
の

に
、

移
動

や
宿

泊
等

の
学

生
負

担
が

大
き

す
ぎ

る
た

め
、

参
加

学
生

が
集

ま
ら

な
い

。
 

・
半

期
等

の
⻑

期
間

に
わ

た
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
組

み
込

む
こ

と
は

困
難

で
あ

る
た

め
、

短
期

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
複

数
回

実
施

す
る

こ
と

で
充

当
す

る
な

ど
条

件
を

緩
和

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
 

・
⻑

期
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
短

期
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
両

方
実

施
を

必
須

と
す

る
条

件
は

、
活

性
化

策
の

推
進

に
と

っ
て

弊
害

と
な

る
。

⻑
期

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

授
業

科
目

履
修

が
要

件
と

な
っ

て
い

る
が

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

か
か

わ
る

内
容

を
新

規
で

立
ち

上
げ

た
り

、
補

助
金

の
要

件
に

合
致

す
る

よ
う

た
め

の
対

応
を

短
期

間
で

実
施

す
る

こ
と

は
事

実
上

不
可

能
で

あ
る

。
 

・
申

請
資

格
、

特
に

充
足

率
の

縛
り

を
少

し
で

も
緩

和
し

て
ほ

し
い

。
 

・
単

位
付

与
が

条
件

と
な

っ
て

お
り

，
さ

ら
な

る
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

 
・

地
方

都
市

に
附

属
の

短
期

大
学

部
を

設
置

し
て

い
て

も
、

同
一

法
人

間
の

交
流

は
対

象
に

な
ら

な
い

。
地

方
都

市
に

高
等

教
育

機
関

を
設

置
し

て
い

る
法

人
と

し
て

の
優

遇
措

置
は

何
も

な
い

。
せ

め
て

こ
の

よ
う

な
制

度
の

対
象

に
な

ら
な

け
れ

ば
、

経
済

状
況

を
理

由
と

し
て

、
地

方
都

市
で

の
大

学
運

営
を

打
ち

切
る

可
能

性
も

出
て

く
る

の
で

は
な

い
か

と
危

惧
し

て
い

る
。

 
 そ

の
他

 
・

補
助

期
間

が
２

年
間

で
は

短
か

す
ぎ

る
。

 
・

申
請

期
間

を
⻑

く
設

定
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

 
・

東
京

圏
の

大
学

の
メ

リ
ッ

ト
が

不
明

で
あ

る
。
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7 
 Ⅲ

．
内

閣
府

「
地

方
創

生
推

進
交

付
金

」
に

つ
い

て
（

平
成

30
年

度
予

算
：

1,
00

0
億

円
）

 
 【

Q９
．

過
去

３
年

間
（

平
成

28
･2

9･
30

年
度

）
の

交
付

状
況

】
 

           以
下

、
Q1

0・
Q1

1・
Q1

2
は

「
交

付
を

受
け

た
」

２
大

学
の

回
答

 
【

Q1
0．

交
付

金
を

受
け

た
取

組
名

】
 

【
Q1

1．
地

方
自

治
体

か
ら

の
交

付
金

の
当

該
取

組
の

総
事

業
費

に
し

め
る

割
合

（
％

）】
 

【
Q1

2．
工

夫
し

た
点

、
苦

労
し

た
点

等
、

制
度

や
手

続
き

へ
の

改
善

要
望

】
 

 
Ａ

大
学

 
件

数
 

取
組

名
 

割
合

（
％

）
 

1 
大

学
等

と
の

連
携

に
よ

る
地

域
創

生
拠

点
形

成
支

援
事

業
 

0.
2%

 
2 

大
学

生
に

よ
る

地
域

連
携

推
進

支
援

事
業

 
0.

08
%

 
＜

工
夫

し
た

点
、

苦
労

し
た

点
等

、
制

度
や

手
続

き
へ

の
改

善
要

望
＞

 
・

限
界

集
落

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
、

学
生

目
線

の
地

域
創

生
、

Pr
ob

lem
 B

as
ed

 L
ea

rn
in

g
型

展
開

、
Co

m
m

un
ity

 B
as

ed
 L

ea
rn

in
g

型
展

開
、

Co
lle

ct
iv

e I
m

pa
ct

の
実

験
 

 Ｂ
大

学
 

件
数

 
取

組
名

 
割

合
（

％
）

 

1 
産

学
官

連
携

地
域

特
産

品
開

発
等

検
討

業
務

委
託

（
「

み
ら

い
公

園
湖

南
」

を
核

と
し

た
農

福
連

携
・

ブ
ラ

ン
ド

化
に

よ
る

地
域

好
循

環
実

現
計

画
）

 
10

0%
 

2 
仮

想
キ

ャ
ン

パ
ス

構
想

に
よ

る
大

学
地

域
連

携
事

業
の

拠
点

的
展

開
 

10
0%

 
3 

市
⺠

参
加

と
協

働
に

よ
る

福
知

⼭
創

生
の

政
策

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
･プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

10
0%

 

4 
低

酸
素

農
業

（
カ

ー
ボ

ン
マ

イ
ナ

ス
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）

に
よ

る
多

世
代

協
働

の
⻲

岡
づ

く
り

 
10

0%
 

＜
工

夫
し

た
点

、
苦

労
し

た
点

等
、

制
度

や
手

続
き

へ
の

改
善

要
望

＞
 

・
事

業
に

よ
っ

て
は

、
複

数
の

大
学

で
実

施
す

る
も

の
が

あ
り

、
事

業
経

費
の

使
用

方
法

や
考

え
方

な
ど

が
異

な
り

、
実

績
報

告
の

際
な

ど
の

調
整

に
苦

慮
す

る
こ

と
が

あ
る

。
 

 
 

交
付

を
受

け
た

こ
と

は
な

い

86
(9

8%
)

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%
60

%
70

%
80

%
90

%
10

0%

交
付

を
受

け
た

 
2(

2%
) 

8 
 以

下
、

Q1
3・

Q1
4

は
「

交
付

を
受

け
た

こ
と

は
な

い
」

86
大

学
の

回
答

 
【

Q1
3．

交
付

を
受

け
た

こ
と

の
な

い
理

由
】

 
 

 
 「

b-
3．

そ
の

他
〔

大
学

（
自

大
学

）
に

関
す

る
理

由
〕」

の
具

体
的

内
容

 
・

申
請

主
体

で
あ

る
自

治
体

へ
、

大
学

か
ら

連
携

・
申

請
の

働
き

か
け

を
で

き
て

い
な

い
。

専
門

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

配
置

等
の

体
制

作
り

が
で

き
て

い
な

い
。

 
・

1
千

万
円

以
上

の
取

組
み

で
な

い
と

実
質

的
に

助
成

さ
れ

ず
、

中
小

自
治

体
と

の
小

規
模

教
育

連
携

は
助

成
対

象
か

ら
外

さ
れ

る
現

状
が

あ
る

。
 

・
交

付
を

受
け

た
こ

と
は

な
い

が
、

協
働

機
関

と
し

て
参

画
し

て
い

た
。

交
付

は
、

地
方

自
治

体
及

び
大

学
以

外
の

機
関

が
受

け
た

。
 

・
対

象
と

な
り

そ
う

な
取

組
は

あ
る

が
、「

地
方

創
生

推
進

交
付

金
」

事
業

と
し

て
の

取
組

は
、

い
ま

の
と

こ
ろ

な
い

。
 

・
交

付
金

の
制

度
は

認
識

し
て

い
た

が
、

大
学

と
し

て
申

請
す

る
も

の
と

い
う

認
識

が
な

か
っ

た
。

 
 「

c-
3．

そ
の

他
〔

地
方

自
治

体
に

関
す

る
理

由
〕」

の
具

体
的

内
容

 
・

該
当

す
る

取
組

を
計

画
、

実
施

を
し

て
い

な
い

た
め

、
自

治
体

へ
申

し
入

れ
る

ま
で

に
は

至
っ

て
い

な
い

。
 

・
地

方
自

治
体

は
、

地
域

の
公

立
・

国
立

大
学

と
の

連
携

を
優

先
す

る
傾

向
が

あ
る

。
 

・
自

治
体

か
ら

の
ア

プ
ロ

ー
チ

も
な

く
、

大
学

が
主

体
的

に
働

き
か

け
な

い
と

事
業

が
進

ま
な

い
。

 
・

連
携

し
て

い
る

地
方

自
治

体
は

あ
る

が
、

情
報

提
供

、
打

診
等

が
な

か
っ

た
。

 
・

大
学

と
地

方
自

治
体

の
イ

ニ
シ

ア
チ

ブ
が

不
明

確
。

 
・

当
該

事
業

を
委

託
事

業
と

し
て

受
け

た
際

の
法

人
税

等
の

取
扱

い
な

ど
の

理
由

か
ら

、
大

学
に

対
し

て
交

付
す

る
の

で
は

な
く

、
地

方
自

治
体

及
び

大
学

以
外

の
機

関
に

対
し

て
交

付
す

る
こ

と
と

し
た

た
め

。
 

 

8
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0

6
1 2

6
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a.交
付

金
に

つ
い

て
そ

も
そ

も
知

ら
な

か
っ

た

b-
1.該

当
す

る
取

組
を

実
施

し
て

い
な

い

b-
2.交

付
金

を
申

請
す

る
準

備
態

勢
が

不
十

分

b-
3.そ

の
他

c-
1.地

方
自

治
体

か
ら

情
報

が
得

ら
れ

な
い

c-
2.地

方
自

治
体

か
ら

連
携

を
断

ら
れ

た

c-
3.そ

の
他

d-
1.交

付
金

の
規

模
が

大
き

す
ぎ

る

d-
2.交

付
金

の
規

模
が

小
さ

す
ぎ

る

d-
3.交

付
ま

で
の

手
続

き
が

複
雑

も
し

く
は

煩
雑

す
ぎ

る

d-
4.対

象
と

な
る

取
組

が
絞

ら
れ

て
い

る
（

複
数

選
択

）
 

※
項

目
名

の
記

号
は

、
以

下
の

区
分

を
示

す
。

 
b：

大
学

（
自

大
学

）
に

関
す

る
理

由
 

c：
地

方
自

治
体

に
関

す
る

理
由

 
d：

制
度

に
関

す
る

理
由
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9 
 【

Q1
4．

制
度

や
手

続
き

へ
の

改
善

要
望

】
 

情
報

提
供

と
周

知
に

お
け

る
課

題
 

・
今

後
は

制
度

に
関

す
る

詳
細

に
つ

い
て

、
説

明
会

の
開

催
を

要
望

す
る

。
 

 地
方

自
治

体
と

の
連

携
に

お
け

る
課

題
 

・
行

政
が

取
組

み
た

い
課

題
と

本
学

の
研

究
シ

ー
ズ

が
マ

ッ
チ

し
な

い
。

 
・

自
治

体
と

連
携

し
て

様
々

な
取

組
を

行
っ

て
い

る
が

、
取

り
組

み
の

主
体

が
自

治
体

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
自

治
体

か
ら

の
要

請
が

な
け

れ
ば

、
大

学
側

か
ら

補
助

金
申

請
に

参
画

し
に

く
い

。
 

 補
助

の
対

象
と

な
る

取
組

や
事

業
規

模
に

お
け

る
課

題
 

・
政

府
が

決
め

た
ス

キ
ー

ム
や

取
組

だ
け

に
助

成
し

て
も

効
果

は
限

定
的

で
あ

る
。

大
学

が
様

々
な

背
景

を
も

つ
地

域
と

連
携

し
て

き
た

固
有

の
取

組
も

対
象

と
し

て
好

事
例

と
し

て
広

く
紹

介
し

て
ほ

し
い

。
地

方
へ

の
U

タ
ー

ン
ば

か
り

で
な

く
、

IJ
タ

ー
ン

も
重

要
で

あ
る

。
 

・
本

学
は

、
立

地
自

治
体

の
人

材
を

育
成

し
人

材
を

供
給

す
る

こ
と

を
ミ

ッ
シ

ョ
ン

の
中

心
と

は
し

て
お

ら
ず

、
立

地
自

治
体

と
の

連
携

は
主

と
し

て
グ

ロ
ー

バ
ル

化
・

国
際

化
へ

の
協

力
と

い
っ

た
点

に
限

定
さ

れ
、

地
方

創
生

事
業

に
マ

ッ
チ

し
な

い
の

が
現

状
で

あ
り

、
今

後
の

取
組

を
思

案
し

て
い

る
。

 
・

首
都

圏
の

大
学

が
行

う
創

生
事

業
に

関
す

る
経

費
（

交
通

費
、

宿
泊

費
）

や
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
人

件
費

等
の

取
組

に
つ

い
て

も
支

援
す

る
対

象
と

し
て

も
ら

い
た

い
。

 
 そ

の
他

 
・

行
政

に
交

付
金

を
配

布
す

る
制

度
だ

け
で

な
く

、
大

学
主

導
で

行
政

を
巻

き
込

み
地

方
創

生
に

寄
与

で
き

る
よ

う
な

制
度

設
計

を
検

討
し

て
ほ

し
い

。
 

・
交

付
を

受
け

た
機

関
に

お
け

る
法

人
税

の
取

り
扱

い
に

つ
い

て
、

大
学

等
で

あ
る

場
合

、
法

人
税

の
対

象
外

と
す

る
こ

と
と

し
、

そ
れ

を
明

示
し

て
い

た
だ

き
た

い
。
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*本報告書は、私大連 web サイト(http://www.shidairen.or.jp)よりダウンロードが可能です。 

  
 担当理事 
  芝 井 敬 司 関 ⻄ 大 学 大学⻑ 
 委員⻑  
  松 並 久 典 関 ⻄ 大 学 理事・総合企画室⻑ 
 委 員  
  廣 瀬 克 哉 法 政 大 学 常務理事・法学部教授 
  牧 田 正 裕 立 命 館 立命館アジア太平洋大学社会連携部⻑・国際経営学部教授  
  榎 本 匡 晃 園 田 学 園 社会連携推進センター課⻑ 
  相 澤 孝 明 東 北 学 院 学⻑室事務課 
  浦 山 恭 子 東北公益文科大学 大学戦略推進室事業推進主幹 
  梶 井 龍太郎 東 海 大 学 常務理事・東海大学副学⻑ 
  ⻄ 尾 昌 樹 早 稲 田 大 学 総⻑室社会連携企画担当課⻑ 

 

地方大学の振興と地方創生に関するプロジェクト 委員名簿 

一般社団法人日本私立大学連盟 加盟大学一覧 

あ 愛知大学 皇學館大学 聖路加国際大学 東北公益文科大学 文教大学
⻘山学院大学 甲南大学 専修大学 東洋大学 法政大学
亜細亜大学 神⼾海星⼥子学院大学 仙台白百合⼥子大学 東洋英和⼥学院大学 ま 松山大学
跡見学園⼥子大学 神⼾⼥学院大学 創価大学 東洋学園大学 松山東雲⼥子大学
石巻専修大学 國學院大学 園田学園⼥子大学 常磐大学 宮城学院⼥子大学
追手門学院大学 国際大学 た 大正大学 獨協大学 武蔵大学
大阪医科大学 国際基督教大学 大東文化大学 獨協医科大学 武蔵野大学
大阪学院大学 国際武道大学 拓殖大学 豊田工業大学 武蔵野美術大学
大阪⼥学院大学 駒澤大学 筑紫⼥学園大学 な 名古屋学院大学 明治大学
大阪薬科大学 さ 実践⼥子大学 中央大学 南山大学 明治学院大学
大谷大学 芝浦工業大学 中京大学 日本大学 桃山学院大学

か 学習院大学 順天堂大学 津田塾大学 日本⼥子大学 桃山学院教育大学
学習院⼥子大学 城⻄大学 天理大学 ノートルダム清心⼥子大学 や 山梨英和大学
関⻄大学 城⻄国際大学 東海大学 は 梅花⼥子大学 四日市大学
関⻄学院大学 上智大学 東京医療保健大学 白鷗大学 四日市看護医療大学
関東学院大学 昭和⼥子大学 東京経済大学 阪南大学 ら 立教大学
関東学園大学 白百合⼥子大学 東京⻭科大学 姫路獨協大学 立正大学
京都産業大学 聖学院大学 東京情報大学 兵庫医科大学 立命館大学
京都精華大学 聖カタリナ大学 東京⼥子大学 兵庫医療大学 立命館アジア太平洋大学
京都橘大学 成蹊大学 東京⼥子医科大学 広島修道大学 龍谷大学
共立⼥子大学 成城大学 東京農業大学 広島⼥学院大学 流通科学大学
久留米大学 聖心⼥子大学 同志社大学 フェリス⼥学院大学 流通経済大学
慶應義塾大学 清泉⼥子大学 同志社⼥子大学 福岡大学 わ 和光大学
恵泉⼥学園大学 ⻄南学院大学 東邦大学 福岡⼥学院大学 早稲田大学
敬和学園大学 ⻄武文理大学 東北学院大学 福岡⼥学院看護大学 （ 50音順 ）

（平成 31 年３月現在） 

（平成 31 年 3 月現在） 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

「地域と私立大学が共働する地方創生に向けて−地方大学の振興と地方創生のために−」 

一般社団法人日本私立大学連盟 広報情報課 
〒102-0073 東京都千代田区九段北 4-2-25 
私学会館別館 7 階 
TEL: 03-3262-8672 
URL: www.shidairen.or.jp 


